
史

料

紹

剣叡

山

松

禅

院

文

書

稲

本

紀

昭

叡山松禅院文書

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
三
重
県
津
市

の
坂
n冖茂
氏
所
蔵
、
比
叡
山
横
川
飯
室

谷

の
塔
中
松
禅
院
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。
文
書
は
、　

「叡
山
松
禅
院
文

書
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
紹

介

す

る
に
当

っ
て
は

「叡
山
松
禅
院
文
書
」
と
仮
称
す
る
。
文
書
群
は
、
成
巻
文
書
十
三
巻
百
通
、
未

成
巻
文
書
十
二
通
、
計

一
=

一通
を
数
え
る
。
本
書
で
は
こ
の
う
ち
、
伊
藤
長
胤

筆

「松
禅
院
蔵
大
師
求
法
目
録
跋
語
」
、　

「密
厳
院
大
僧
都
義
運
書
状
」

写

の
二

通
、　
「
義
尭
法
親
王
筆
詠
草
」

一
巻
を
除

い
て
収
録
し
た
。
な
お
、
こ
の
他
、
昭

和
四
十

一
年
五
月
に
、
某
氏

(
不
明
)
に
よ

っ
て
整
理
作
成
さ
れ
た

「
松
禅
院
旧

蔵
古
文
書
目
録
」

一
冊
が
あ
る
が
、
紙
幅

の
関
係
か
ら
省
略
し
た
。

　
松
禅
院
に
つ
い
て
は
、
そ
の
創
建
を
始

め
、
近
世
以
前
の
歴
史
は
不
明
な
点
が

多
い
。
某
氏
作
成

の
目
録
に
は
、　

「当
国

の
守
護
佐
々
木
泰
綱
の
寄
進
に
よ
り
仁

治
年
中

(
=

一四
〇
～
四
三
)
に
創
建
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
織
田
信
長
に
よ
る

「元
亀
兵
火
」
以
前
に
つ
い
て
は
、
大
永

七

(
一
五
二
七
)
年
、
享
禄
二

(
一
五
二
九
)
年
に
、　

「松
禅
院
隆
慶
」
の
存
在

が
確
認
で
き

る
の
み

で
あ

る

(村
山
修

一
編

『
葛
川
明
王
院
史
料
』
五
六
六
号

「行
者
大
帳
議
定
抜
書
」
、

一
三
四
号

「
葛
川
三
月
会
行
者
中
衆
議
条
々
事
書
」
)
。

正
徳
三

・
四

(
一
七

二
ご
・
一
四
)
年
に
か
け
て
智
湛
に
よ

っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た

『
横
川
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』
　
(
『天
台
宗
全
書
』
二
十
四
巻
所
収
。

以
下

『
横
川

世
譜
』
と
略
称
す
る
)

の
記
述
に
よ
れ
ば
、

永
禄
八

(
一
五
六
五
)

年
正
月
、

「本
州
刺
史
義
実
」
が
衣
川

(
堅
田
町
)
を
割
き
、
亮
俊
に
寄
進
し
た
と
あ
る
。

こ
の
亮
俊
は
、

永
禄
十
年
十
月
八
日
の

「
臨
時
会
条
々
事
書
」
　
(
『葛
川
明
王
院

史
料
』

一
三
八
号
)
に
そ
の
名
が
み
え
る
が
、
智
湛
が
何
に
よ

っ
て
記
述
し
た
か

は
不
明
で
あ
る

(
「刺
史
義
実
」

は
六
角
義
賢
の
誤
り
で
あ

ろ
う

か
)
。

以
下
、

『
横
州
世
譜
』
に
よ
っ
て
歴
代
院
主
を
あ
げ
れ
ば
、

○
第

一
世
　
玄
俊
。

蒲
生
右
兵
衛
大
夫
氏
高
子
息

(
右
兵
衛
大
夫
氏
郷

の
誤

り

か
)。
元
亀

の
兵
火
で
亮
俊
は
退
去
し
た
た
め
、
復
興
後
の
松
禅
院
院
主
と
な
る
。

天
正
十

一
(
一
五
八
三
)
年
、
義
実
か
ら
和
爾

(志
賀
町
)
百
貫
文

の
地
を
、
文

禄
三

(
一
五
九
四
)
年
、　

「
秀
忠
公
夫
人
し
よ
り
米

二
十
石
、
慶
長
五

(
一
六
〇

〇
)
年
、
徳
川
家
康
よ
り

「斎
資
百
石
」
、
同
六
年
に
蒲
生
秀
行
よ
り
百
石
、
さ

ら
に
徳
川
家
光
よ
り
百
石
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
慶
長
十
七
年
十
二
月
十
二
日

寂
。

　
玄
俊
の
名
は
、

前
掲

『
葛
川
明
王
院
史
料
』、

京
都
大
学
博
物
館
所
蔵

「葛
川

明
王
院
文
書
」
等
に
頻
出
す
る
。
も

っ
と
も
、
義
実
や

「
秀
忠
公
夫
人
」

の
寄
進

を
示
す
史
料
は
不
明
で
あ
る

(
後
者
に
つ
い

て
は
、

前
掲

「
行
者
大
帳
議
定
抜
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書
L
天
正
十
八
年
の
項
に
、　

「松
禅
院
以
馳
走
、
当
会

(
六
月
会
)
中
祈
疇
護
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　へ

之
施
主
在
之

(
中
略
)
施
物
京
到
廿
石
云
々
」
と

あ

る
の
を
指
す

の
で
あ

ろ
う

か
)。
蒲
生
秀
行
の
寄
進
は
、

本
文
四
五
号
文
書
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、

家
光
に

よ
る
寄
進
は
三
世
乗
俊
代
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。

○
第
二
世
　
慶
俊
。
蒲
生
郷
成
子
息
。

首
楞
厳
院
別
当
職
を
兼

ね
る
。

寛
永
八

(
一
六
三

一
)
年
没
。
郷
成
は
氏
郷

・
秀
行
に
仕
え
た
老
臣
。

○
第
三
世

乗
俊
。
蒲
生

一
族
大
塚
玩
出
身
。
横
川
戒
心
谷
龍
禅
院
院
主
よ
り
、

師
の
死
去
に
よ
り
、
寛
永
八
年
、
松
禅
院

に
入
る
。
西
塔
福
生
院

・
恵
光
院
を
監

し
、
同
二
十

一
年
に
は
滋
賀
院

・
南
光
坊

・
毘
沙
門
堂
を
も
監
す
。
正
保
四

(
一

六
四
七
)
年
八
月
二
十
六
日
寂
。
龍
禅
院

・
恵
雲
院

・
戒
光
院
の
三
房
を
造
営
す

る
な
ど

「功
当
房
、
不
尽
記
」
と
あ
る
。

ま
た
同
書
、
恵
心
院
の
項
に
、　
「第
五

世
大
僧
正
天
海
、
寛
永
五
年
当
房
空
主
時
、
大
僧
正
兼
帯
首
楞
厳
院
別
当
職
、
松

禅
院
乗
俊
受
僧
正
命
監
守
、
建
厨
所
」
と
あ
り
、
天
海
よ
り
信
頼
さ
れ
た
人
物
で

あ

っ
た
こ
と
は
文
書
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

○
第
四
世
　
実
俊
。
蒲
生

一
族
出
身
。
寛
永
八
年
、
師
の
跡
を
う
け
龍
禅
院
に
入

り
、
乗
俊
没
後
、
正
保
四
年
院
主
と
な
る
。
万
治

二

(
一
六
五
九
)
年
四
月

二
十

七
日
寂
。

○
第
五
世
　
尊
俊
。
堀
川
宰
相
則
康
子
息
。
元
禄
九

(
一
六
九
四
)
年
寂
。
以
下

略
。

　
次
に
文
書
群
を
そ
の
内
容
か
ら
大
別
す
る
と
、

①

正
親
町
天
皇
綸
旨
以
下
執
行
代
触
状
な
ど
、
延
暦
寺
再
興
と
そ
の
後

の
寺
務

　
に
関
わ
る
も
の
。

こ
れ
ら
の
文
書
が
松
禅
院
に
伝
来
し
た
の
は
、
二
世
慶
俊
が

　
首
楞
厳
院
劉
当
を
勤
め
た
こ
と
、
ま
た
乗
俊
も
恵
心
院
等
を

「監
守
」
し
た
こ

　
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

②

将
軍
祈
疇
料
下
行
を
め
ぐ
る

一
連

の
文
書
群
。
東
福
門
院
、
春
日
局
、
英
勝

　
院
、
天
海
、
九
条
家
な
ど
登
場
人
物
は
多
彩
で
、
下
行
が
実
現
す
る
ま
で
の
過

　
程
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
初
期
家
光
政
権
の
性
格
の

一
端
を
う
か
が
い
う
る

　
も
の
と
し
て
興
味
が
あ
る
。

③

蒲
生
氏
関
係
。

こ
れ
は

一
～
四
世
ま
で
が
蒲
生
氏
出
身
で
あ
る
こ
と
を
考
え

　
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。

④

三
世
乗
後

の
遺
言
状

(案
文
)
と
実
俊
相
続
関
連
文
書
。
有
力
な
外
護
者
蒲

　
生
氏
の
没
落
は
少
な
か
ら
ず
乗
俊
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
想
像
で
き
、
同
じ

　
蒲
生

一
族
出
身
の
弟
子
実
俊
の
相
続
に
意
を
つ
か

っ
た
こ
と
が
う

か
が

わ
れ

　
る
。

⑤

将
軍

・
東
福
門
院
よ
り
の
祈
薦
命
令
と
そ
れ
に
関
連
す
る
文
書
群
。

⑥
　
そ
の
他
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
が
、
文
書
の
年
代
は
五
世
尊
俊

代

で
終

っ
て
い

る
。

　
　
　
本
文
書
を
翻
刻
す
る
に
当

っ
て
は
、

ω
　
文
書
の
排
列
は
、
未
成
巻
文
書
、
成
巻
文
書
と
し
た
が
、
成
巻
文
書
に
つ
い

　
て
は
年
代
を
考
慮
し
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
類
別

・
時
代
別
に
成
巻
さ
れ
て
い

　
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
結
果
的
に
不
整
合
に
な

っ
た
箇
所
が
ま
ま
あ
る
。

②
　
原
文
書
の
形
態
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
印
刷
の
関
係
も
あ

っ
て
大
幅
に

　
改
め
た
。
そ
の
際
、
段
落
に
つ
い
て
は
、

L
で
示
し
た
。

③
　
変
体
仮
名

・
略
字

・
旧
字
体
は
そ
れ
ぞ
れ
、
現
行
の
仮
名
、
字
体
に
改
め
た

　
が
、

　
変
体
仮
名

「
者

.
而

・
茂

・
江

・
与

・
ゐ

・
ゑ
」
、
旧
字
体

「條

・
處

・
證
」
、
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略
字

「♂
」

　
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
た
。

④
　
擦
切
れ
、
破
損
の
た
め
判
読
で
き
な

い
文
字
に
つ
い
て
は
口
で
示
し
た
。

⑤
　
抹
消
し
た
文
字
に
つ
い
て
、
判
読
可
能
な
場
合
は
く
を
以

っ
て
示
し
、
判
読

　
不
能
の
場
合
は
嬲
で
示
し
た
。

紛
　
法
量
は
た
て
×
よ
こ

㎝
で
示
し
た
。

　
な
お
、
解
説

・
注
記
に
あ
た

っ
て
は
、

辻
善
之
助

『
日
本
仏
教
史
』
第
七
巻

・

近
世
編
之

一
、
武
覚
超

『
比
叡
山
三
塔
諸
堂
沿
革
史
』
、
村
山
修

一
『
比
叡
山
史
ー

闘

い
と
祈
り
の
聖
域
』
な
ど
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
末
筆
な
が
ら
、
所
蔵
者
坂

口
茂
氏
に
は
ご
多
忙
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
度
々
の

調
査
に
も
心
よ
く
応
じ
て
下
さ
り
、
ま
た
翻
刻
に
際
し
て
は
快
諾
を
い
た
だ
き
、

深
甚
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
文
書
の
調
査
は
、
三
重
県
史
編
さ
ん
室
に
よ
る
県
内
所
在
史
料
調
査

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、

本
誌
に
紹
介
す
る
こ
と
を
了
承

さ
れ
、

そ
の
う

え
、
写
真
の
使
用
も
許
可
し
て
下
さ

っ
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ

る
。

　

一　

正
親
町
天
皇
綸
旨

(
宿
紙
)
　
　

　
　
　
　

三
二

・
二
×
四
三

・
二

(包
紙
上
書
)

　

「　
探
題
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

左
中
弁
充
房
」

就
叡
岳
再
興
、
満
徒
」
既
帰
山
之
条
、
法
花
会
」
執
行
事
、
可
為
勧
誘
干
L
諸
国

之
学
侶
、
全
重
昌
于
」

一
宗
之
嘉
会
之
旨
、

天
気
之
所
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(万
里
小
路
)
〔図
版
ω
〕

　
　
天
正
十
二
年
十

一
月

二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
中
弁

(花
押
)

　
　
　
(恵
心
院
亮
信
)

　
　
　
探
題
中

　
○
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
延
暦
寺
復
興
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
辻
善
之
助

・
武
覚
超
馬
前

　
　
掲
書
に
委
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
書
は

『横
川
世
譜
』
恵
心
院
の
項
に
み
え

　
　
る
、
天
正
十
二
年
、
恵
心
院
亮
信
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う

「法
華
会
興
復
之
綸
旨
」
に

　
　
該
当
す
る
。

　
二
　
板
倉
重
宗
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　

　
　

三
四

・
○

×
五

一
・
四

御
書
拝
見
仕
候
、
L
被
仰
下
候
松
禅
院
し
御
祈
薦
領
之
儀
、
御
」
書
面
之
趣
、
得

其
意
」
奉
存
候
、
猶
、
期
貴
顔
L
之
飾
候
条
、
可
然
様
」
頼
入
候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
周
防
守
　
　
　
　
①

　
　
　
　
十
月
廿

一
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
宗

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
(富
増
)

　
　
信
濃
小
路
淡
路
殿

　
○
信
濃
小
路
富
増
は
九
条
家
々
司
で
あ
る
。

　
三
　
九
条
忠
栄
書
状
案

(
折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
三

・
七
×
五
三

・
○

　
　
　
　
尚
く
、
御
祈
薦
領
之
事
、
」
有
来
候
や
う
に
、
大
望
之
L
至

二
候
、
以

　
　
　
　
上

先
年
令
入
魂
候
き
、
L
松
禅
院
数
年
仕
」
来
候
六

・
七
ケ
年
以
来
L
分
御
祈
薦
領

拜
」
自
今
以
後
之
儀
も
L
今
度
、
於
江
戸
、
御
取
L
成
奉
頼
存
候
由
、
望
申
候
、

か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(九
条
忠
栄
)

　
　
　
　
初
冬
廿

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
判

　
　
板
倉
周
防
守
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「従
九
条
殿
様
之
御
書
之
写
」

　
四

権
大
納
言
局
消
息

(
折
紙
)

　

　

　

三
五

・
六
×
五
二

・
五

　
　
　
　
な
お
め
て
た
く
か
し
く
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国
母
さ
ま
よ
り
L
此
さ
ら
し
三
疋
、
し
御
し
う
き
ま
て
に
L

つ
か

ハ
さ
れ
候
、
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

め
て
た
く
L
い
く
久
し
く
も
と
の
」
御
事

に
て
給
候
、
」
わ
か
身
よ
り
も
L
壱
分

百
疋
L
ま
い
ら
せ
候
、
L

い
く
久
し
く
と
L
い
わ
ゐ
入
」
ま
い
ら
せ
候
、
」
あ
な

か
し
く

(上
書
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん

　
　
せ
う
せ
ん
院
ま
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言

　
　
　
　
　
　
　
申
し
給
へ

　

○
大
納
言
局
は
東
福
門
院
和
子
の
女
房
。
橋
本
氏
出
身
。

　
五

権
大
納
言
局
消
息

(
折
紙
)
　

　

　

　

　

三
五

・
四
×
五
三

・
五

　
　
　
　
わ
た
く
し
よ
り
、
」
此
金
壱
分
も
く
ろ
く
の
こ
と

く
、
し

い
わ
ゐ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(行
間
)

　

　

　

　

て
、

」

ま

い
ら

せ
候

、

L

し

合

よ

く
、

や

か

て

く

、

L

お

の

ほ

り

の

　

　

　

　

御

事

L

ま

ち
入

ま

い
ら

せ

候
、

L

め
て

た

く

か

し

く

こ

ん
と

(東
福
門
院
)

国
母
さ
ま
御
わ
つ
ら
ひ
に
」

つ
き
、
御
き
た
う
の
御
事
」
申
候

ヘ
ハ
、
よ
く
く

御
せ
い

二
入
候
L
ゆ

へ
、
や
か
て
く

御
す
き
と
し
御
ほ
ん
ふ
く
の
御
事
候
、
L

め

て

た
く

思

い
ま

い
ら

せ
候

、

」

此

銀

子

三

枚

、

つ
か

ハ
さ

れ
候

」

ま

玉
、

い
く

　

　

　

　

　

　

(折
り
返
し
)

久
」
し
く
と
L
御
い
た
玉
き
候

へ
く
候
、
L
い
よ
く

御
さ
わ
ノ
＼

の
御
事
L
申

　

　

　

　

　

(龍
褝
院
、
契
俊
)

候

へ
く

候

、

り
う

せ

ん
院

へ
も

L

よ
く

御

申

を

き

候

へ
く
候

、

」

こ
ん

と

江
戸

へ

御

く

た

り

の
」

御

事

、

め

て

た

く
思

い
ま

い
ら

せ
候

、

L

さ

り

な

か

ら
、

と

を

く

の
所
L
御
大
き
と
思
い
ま
い
ら
せ
候
、
」
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
納
言

　
　
せ
う
せ
ん
院
ま
い
る

　
六
　
祈
疇
料
覚

(東
福
門
院
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(座
)　
　
　
(初

尾
)

女

院

御
所

さ

ま

御
き

た
う

大

師

千

さ
、

御

は

つ
を

　

一　

銀
子
　
　
　
拾
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(講
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(山
　
　
王
)

女
院
御
所
さ
ま
御
き
た
う
さ
ん
わ
う
御
八
か
う

　

一　

同
　
　
　

　
五
枚

　
　
　
以
上
十
月
ふ
ん

女
院
御
所
さ
ま
御
き
た
う
大
師
千
さ

　

一　

銀
子
　

　
　
拾
枚

女
ゐ
ん
の
御
所
さ
ま
御
き
た
う
さ
ん
わ
う
御
八
か
う

　

一　

同
　
　
　

五
枚

　
　
　
以
上
霜
月
ふ
ん

女
院
御
所
さ
ま
御
き
た
う
大
師
千
さ

　

一　

銀
子
　
　
　
拾
枚

女
ゐ
ん
の
御
所
さ
ま
御
き
た
う
さ
ん
わ
う
御
八
か
う

　

一　

同
　
　

　
　
五
枚

　
　
　
以
上
十
二
月
ふ
ん

　
七
　
祈
疇
料
覚

　
　
　
　
お
ほ
え

女
院
御
所
さ
ま
よ
り

一

小
袖

一
か
さ
ね
鷺

墓

り

　
　
　
銀
子
　
五
枚

　

一　

銀
子
　
十
枚

う

へ
く

さ
ま
御
ほ
し
ま
つ
り
の
御
は
つ
を
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以
上

　
　
子

　
　
　
十
二
月
廿
七
日

　
八
　
祈
疇
料
覚

(東
福
門
院
)

国
母
さ
ま
、

こ
ん
と
の
御
わ
つ
ら
い

二
つ
き
、
御
い
の
ち
こ
い
の
L
御
き
た
う
の

事一　

さ
ん
わ
う
七
し
や

へ
、
御
八
か
う
月
ζ
に
L
あ
そ
は
し
候
事

　
　
此
入
め
、
金
小
は
ん
七
両

　
　

(元
　
　
　
三
)

一　

く
わ
ん
さ
ん
大
し
の
御
ま

へ
に
て
、
月
ζ
に
」
三
千
さ
の
お
こ
な
い
の
事

　
　
此
入
め
、
金
小
は
ん
弐
十

一
両
　
此
外
に

右

二
色
の
御
き
た
う
の
御
ま
か
な
い
り
や
う
に
、
金
小
は
ん
ご
両
」
何
も

一
月
ふ

ん
に
て
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(立
　
　
　
願
)

　

こ
と
し
よ
り
、
ら
い
ね
ん
中
ま
て
」

い
つ
れ
も
御
り
う
く
わ
ん
也

　
九

智
積
院
運
敞

・
小
池
坊
頼
意
連
署
書
状

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三

・
○

×
五

一
・
六

就
東
寺
御
影
堂
上
」
葺
之
企
有
之
、
任
先
例
、
」
諸
国

一
宗

へ
被
勧
助
力
候
、
L

依
之

仁
和
寺
宮

大
覚
寺
宮
御
令
旨
井
L
当
法
務
　
三
宝
院
御
門
主
」
御
奉
書
被
相
副
候
、
我
等
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折

両
寺

へ
も
右
之
旨
申
来
候
、
」
東
寺
之
儀
者
、
異
干
他
L
寺
事
候
間
、
各
無
疎
L

り
返
し
)

意
、
於
被
励
志
候
者
、
可
為
L
欣
悦
候
、
不
宣
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
坊
僧
正

　
　
　
　
孟
夏
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
　
意

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
積
院
僧
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
　
敞

(花
押
)

(上
書
)

　

「
　
水
戸
領
真
言
宗
新
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
寺
院
中
　
」

　
○
頼
意
は
延
宝
三
年
七
月
、
長
谷
寺
に
て
、
運
敞
は
元
禄
六
年
九
月
、
智
積
院
に
て
寂
。

　

一
〇
　
竹
中
重
寛
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

・
九

×
四
七

・
○

御
状
致
拝
見
候
、
改
年
之
L
御
慶
御
同
意
申
納
候
、
L
弥
御
堅
固
御
越
年
L
珍
重

存
候
、
将
又
、
例
格
之
通
、
」
御
札
守
被
懸
芳
意
、
忝
存
候
、
L
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
主
殿

　
　
　
　

二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

重
　
寛

(花
押
)

　
　
　
　
大
通
寺
御
報

　
○
竹
中
重
寛
は
旗
本
。
天
明
元
年
三
月
、
祖
父
の
遺
跡
を
継
い
で
い
る

(『寛
政
重
修
諸

　
　
家
譜
』)。

　

=

　

某
書
状
案

(包
紙
上
書
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
ー
ー
ー

　

「　
謹
上
　
広
瀬
周
左
衛
門
様
　
　
　
名
乗
　
」

一
筆
啓
上
仕
候
、
然
者
、
」
今
般
御
家
督
様
御
名
弘
」
被
成
候

二
付
、
此
間
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久

御
蒸
物
L
井
鮮
魚
被
下
之
、
幾
祝
納
仕
候
、
L
就
右
、
此
三
種
進
上
之
仕
候
、
聊

御
祝
詞
表
寸
志
計
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　

八
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(花
押
)

　

=

一

杉
原
家
次
禁
制

三
〇

・
五
×
五
〇

・
○

　
　
　
　
禁
制

一　

山
王
八
王
子
廻
、
牛

・
馬
放
飼
事

一　

草
柴
苅
取
事

一　

石
場
石
并
石
塔
猥
取
事
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右
條

く
堅
令
停
止
訖
、
違
犯
輩
在
之
者
、
L
可
處
厳
科
者
也
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
　
　

〔図
版
②
)

　
　
天
正
十

一
年
七
月
廿
日
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

(花
押
)

　

二
ご
　
熊
谷
直
元
書
状

(折
紙
)
　

　
　
　
　
　
三
二

・
四
×
四
三

・
五

　
　
　
　
尚
ζ
、
喧
嘩
停
止
之
事
、
L
下
く
ま
て
堅
可
被
L
仰
付
候
事
肝
用
L
に

　
　
　
　
て
候
哉

日
吉
以
御
神
事
L
可
被
成
御
懃
候
由
、
尤
L
珍
重
成
御
事
、
如
L
御
意
、
当
城
宿

老
共

二
、
L
堅
申
調
候
間
、

其
段
L
可
御
心
安
候
、

諸
事
」

如
先
規
、

可
被
成

御
L
調
事
専

一
、

於
此
方
L
御
用
儀
候
者
、

可
被
仰
」

付
候
、

致
疎
意
間
L
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

候
、
誠
被
入
御
念
L
貴
札
本
懐
之
至
候
、
L
自
是
以
貴
面
、
旁
」
可
得
御
意
候
、

恐
惶
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
次
郎
左
衛
門
尉
　
　
　
　
②

　
　
　
　
卯
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元

(花
押
)

　
　
　
月
行
事
御
報

　

○
熊
谷
直
元
は

「東
野
文
書
」　
(『東
浅
井
郡
志
』
第
四
巻
所
収
)

に
み
え
る
浅
井
茂
被

　
　
宮
熊
谷
直
元
と
同

一
人
物
か
。

　

一
四
　
粟
津
御
供
本
中
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　

三
〇

・
三

×
四
五

・
五

従
三
院
、
御
連
署
L
致
拝
見
、
忝
令
存
」
候
、
殊
更
、　

秀
吉
様

へ
L
可
被
成
御

届
候
段
、
L
御
入
魂
弥
畏
存
候
、
L
雖
然
、
出
銭
不
相
調
候
て
、
L
令
迷
惑
候
、

何
方
に
て
も
」
銭
主
相
語
、
調
次
第
、
自
」
是
可
申
上
候
、
恐
懍
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
津
　
　
　
　

③

　
　
　
　
卯
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
供
本

(花
押
)

　
　
　
執
行
代
御
房
貴
報

　

〇
一
二
号
か
ら

一
四
号
ま
で
、
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
掲
出
の
折
紙
に

　
　

つ
い
て
は
、
折
り
返
し
部
分
は
切
断
さ
れ
反
転
し
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。

　

一
五
　
東
塔
執
行
代
触
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　

三
二
・
○

×
四
九

・
五

　
　
　
　
尚
く
、

巳
之
上
刻

二
L

御
集
来
所
仰
候
、
L
次

二
、

先
度
者
、

允
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
老
、
」
若
狭
、
板
倉
殿

へ
、
惣
之
」
御
礼
申
、
罷
帰
申
候
、
L
様
子
直

　
　
　
　
談

二
可
申
入
候

来
朔
日

二
、
於
中
堂
、
L
三
院
之
御
集
会
L
相
催
申
候
、
免
合
」
彼
是
、
御
衆
談

多
L
候
間
、
谷
之
老
若
L
共
、
有
御
出
対
、
御
L
相
談
候
様

二
、
御
催
」
尤
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返
し
)

如
何
様
之
L
御
隙
入
候
共
、
御
L
集
来
所
仰
候
、
L
東

・
西
如
此
相
催
L
申
候
之

問
、
被
成
御
L
油
断
間
敷
候
、
仍
」
所
催
如
件

　
　
慶
長
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
正
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

(上
書
)

　

「

別
当
代
御
坊
　

」

　

一
六
　
正
覚
院
豪
盛

・
南
光
坊
祐
能
連
署
書
状

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

・
一
×
四
八

・
五

　
　
　
　
難

嫉
庄
羅

紙
可
L
申
候
へ
共

華

無
之
候
間

」
自
貴
竣

能

　
　
　
　
く
被
L
付
候
て
可
給
候
、
以
上

今
日
、
社
頭
之
興
行

二
、
」
下
山
候
、
御
院
内
衆
御
L
隙
入
候
而
御
残
多
存
候
、
L

仍
大
会
修
行

二
付
而
L
関
東
衆
登
山
之
事
、
L
去
年
帰
国
之
刻
、
堅
被
L
請
乞
、

墨
付
も
差
」
越
候
条
、
定
而
此
比
者
し
中
途
迄
可
為
発
足
候
、
」
雖
然
、
猶
念
入

候
て
申
下
し
可
然
旨
、
口
口
口
候
、
此
書
状
」
従
貴
坊
、
雑
斎

へ
被
L
仰
越
、
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)　
　
　
　
　
　
(台
)

康
様
之
L
内
全
阿
弥

へ
令
申
L
関
八
州
之
中
、
天
口
口
口
L
何
之
寺

へ
成
共
、
相

届
候
L
様

二
在
之
度
候
、

一
ケ
寺

へ
L
参
着
候
者
、
従
其
、
次
く
へ
L
可
有
伝
達

候
、
全
阿
弥

へ
L
之
事
頼
申
候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
光
坊

　
　
　
　

二
月
十
五
日

　

　

　

　

　

　

　

祐

能

(花
押
)
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叡山松禅院文書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
覚
院
　
　
　
　
　

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豪
　
盛

(花
押
)

(上
書
)

　

「　
飯
室
谷
(光
芸
力
)

　
　
　
　

長
寿
院
法
印
御
房
　

」

○
豪
盛

(慶
長

一
五
年
没
)
・
祐
能

(慶
長
七
年
没
)
は
と
も

に
延
暦
寺

・
日
吉
社
復
興

　
　
に
奔
走
し
た
僧
。
辻
善
之
助
前
掲
書
、
尾
上
寛
仲

「比
叡
山
再
興
と
地
方
寺
院
ー
天
正

　

～
慶
長
時
代
を
中
心
と
し
て
ー
」　
(『叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
第
五
号
)
等
を
参
照
。

　

な
お
全
阿
弥
は
徳
川
家
康
同
朋
衆
で
あ
る

(『徳
川
実
紀
』
第

一
巻

「東
照
宮
御
実
紀

　

附
録
巻
二
十
」
、
高
橋
正
彦
編

『大
工
頭
中
井
家
文
書
』
八
九
号
、
全
阿
弥
書
状
)。

　

一
七
　
金
台
坊
尊
運
書
状

(
折
紙
)　

　
　
　
　

三
二

・
O

x
四
九

・
○

　
　
　
　
追
而
催
促
候
、
以
前
、
当
院

へ
御
届
之
」
折
紙
被
付
候
由
、
是
又
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
之
L
虚
説
に
て
候
、
催
促
以
後
、
金
台
坊
L
里
坊

へ
被
届
種
ζ
之
事
、

　
　
　
　

一
院

へ
の
L
御
届

二
被
成
物

二
候
哉
、
御
分
別
」
頼
存
候
、
幸
、
三
院

　
　
　
　
集
会
ヲ
L
被
催
由
候
間
、
彼
證

人
被
召
連
、
L
御
出

候
様

二
両

三
坊

　
　
　
　

へ
L
被
仰
届
可
給
候
、
以
上

態
令
啓
達
候
、
仍
御
院
内
本
住
坊
L
領

出
入
付
而
、
去
八
臼
、
下
坂
本
酒
井
」
町

益
心
所
江
、
号
御
院
内
惣
中
、
L
数
十
人
強

ζ
之
被
付
催
促
候
、
し
彼
町
者
、
当

院
領
内
之
儀
候
處
、
L
前

か
と
有
無
之
御
届
も
無
之
、
」
右
之
御
仕
立

二
候
、
其

折
節
、
拙
僧
」
彼
町
会
所

二
有
相
候
故
、

罷
出
候
而
」
如
何
之
御
催
促

二
候
哉
、

今
度
惣
」

山
領
年
貢
免
相
請
不
申
」

故
之
催
促

二
候
者
、

法
度
之
儀
候
間
、

共

二
L
申
付
、
可
進
之
候
、
但
、
又
別
条
之
」
子
細
候
哉
と
催
促
衆

二
相
尋
」
申
候

ヘ
ハ
、
本
住
坊
領
出
入
之
由
、
L
申
候
間
、
於
其
儀
者
、
内

く
承
存
候

二
、
し
河

副
式
部
方
与
当
本
住
坊
与
」
被
仰
分
有

之
、
未
落
居
候
由
」
に
て
候
問
、
可
為
如

何
候
哉
、
第

一
西
L
院
江
御
届
も
無
之
段
、
不
可
然
御
才
」
判
候
条
、
先

く
催
促

被
相
引
、
L
理
之
上
を
以
、
被
相
済
候
様

二
と
」
色
く
申
宥
候

而
、
即
刻
、
御
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

院
内
催
促
御
付
候
衆
教
本
坊

・
円
乗
院
L
本
住
坊
、
此
御
両
三
人
、
上
坂
本

二
御

　
　
　
　
　
　
　
(嘆
)

座
候
」
所
江
、
以
吏
者
、
様
子
相
尋
申
候

ヘ
ハ
、
益
心
」
か
た
汐
、
本
住
坊

へ
出

状

二
、
彼
納
置
候
」
御
坊
領
之
事
、
河
副
殿

へ
相
尋
候
間
、
L
本
住
坊

へ
相
渡
候

へ
と
被
申
越
候
者
、
則
L
可
進
候
、
自
然
菟
角
之
儀
、
被
申
L
越
候
共
、
百
姓
前

江
返
し
渡
可
申
由
、
L
墨
付
在
之
旨
承
候
間
、
左
様

二
候
者
、
L
出
入

ハ
重
而
河

副
可
被
相
済
候
、
L

納
米
之
儀
者
、

益
心
任
墨
付
、

百
L

姓

へ
返
し
候

へ
と
申

付
、
翌
日
、
早
く
相
」
渡
さ
せ
申
候
、
此
上
者
、
何
之
被
仰
分
も
L
有
之
間
敷
處

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(帯
)

二
、
昨
日
又
如
此
候
、
御
L
折
紙
東

・
西
両
院

へ
被
相
付
、
金
台
坊
L
対
兵
具
、

町
人

ヲ
引
率

シ
、
催
促
人
ヲ
」
刃
傷
申
な
と
玉
以
外
之
虚
説
被
」
仰
懸
候
、
外
聞

実
儀
令
迷
惑
候
、
其
」
段

ハ
、
白
昼
与
申
、
町
中
之
儀
候

ヘ
ハ
、
し
其
隠
有
間
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(政
成
)

候
、
其
日
者
、
三
役
者
L
同
道
申
、
日
向
半
兵
衛
殿

へ
音
信

一こ

参
候
而
、
直

二

酒
井
会
所

へ
立
寄
申
候
」
躰

二
候
間
、
衣
袈
裟
を
着
し
L
罷
出
、

口
入
申
た
る
事

二
候
、
自
身
L
対
兵
具
、
恣
之
働
仕
候
由
之
證
人
」
不
召
出
候
者
、
右
御
両
三
坊

之
可
」
為
御
越
度
候
、
此
等
之
由
、
御
院
内
御
披
L
露
候
而
御
報
所
仰
候
、
恐
惶

謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
台
坊
　
　
　
　
　

⑥

　
　
　
　

二
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
　
運

(花
押
)

　
　
　
別
当
代
御
坊

　

○
金
台
坊
は
西
塔
北
谷
に
属
し
、
尊
運
は
第

一
世
。
寛
永
十
八
年
没
。
本
住
坊
は
後
に
鶏

　
　
頭
院
と
改
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
房
主
は
三
世
臻
海
か
。
円
乗
院
は
横
川
飯
室
谷
、
教

　
　
本
坊
は
不
明
。
な
お
、
後
掲
三
〇

・
三
二
・
三
三
号
文
書
が
関
連
す
る
。
ま
た
、
河
副

　
　
式
部
は
正
俊
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
秀
吉
に
仕
え
、
近
江
神
崎
郡
で
百
六
十

　
　
石
知
行
、
の
ち
秀
頼
に
仕
え
、
慶
長
九
年
死

(『寛
政
重
修
諸
家
譜
』)。

一
八

町
野
繁
仍
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
四

・
七

×
五
〇

・
五

追
而
、
此
方
御
親
類
衆
L
中
無
事

二
御
座
候
、
L
可
御
心
安
候
、
北
村
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窓史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
聞
)

　
　
　
　
少
助
も
L
此
十
日
計
以
前

二
、
江
戸
L
汐
被
罷
下
候
、
吉
忠
右

ハ
、
L

　
　
　
　
外
記

・
市
助
と
両
人
楊
津
L
建
立

二
付
て
、
為
御
奉
行
被
遣
、
L
被
付

　
　
　
　
置
候
間
、
此
節

ハ
懇

二
被
L
申
入
ま
し
く
候
、
忠
右
書
状

ニ
ハ
、
L
定

　
　
　
　
而
大
進

三
言
伝
上
せ
候
と
L
被
申
候
事
も
可
有
之
候
L

へ
共
、
大
進

ハ

　
　
　
　
い
ま
た
遅
く
候

ハ
ん
」
間
、
先

く
少
も
は
や
き
便
宜

二
L
存
、
只
今
如

　
　
　
　
此
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

(旧
力
)　
　
　
　
　
(自
)

当
春
之
御
吉
兆
」
雖
日
昨
候
、
猶
以
L
爾
他
御
満
足
可
被
L
任
貴
意
候

一　

正
月
十

一
日
之
尊
書
、
L
此
方
御
使
桜
井
忠
左
衛
門
」
下
着
、
具
拝
見
申
候

一　

正
月
之
御
祈
疇
、
伏
」
見
於
御
宿
、
御
執
行
」
御
外
聞
、
実
儀
御
満
」
足
之

　
旨
、
尤

二
存
候
、
L
於
此
方
大
慶

二
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(蒲
生
秀
行
)

一　

去
年
地
震
之
以
後
、
し
中
将
殿
為
御
使
、
被
L
差
下
候
、
飛
騨
様
」
御
満
足

　
非
大
形
候
、
L
委
曲
於
其
段

ハ
、
先
L
書

二
申
入
候
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(吉
照
忠
右
衛
門
)(折
り
返
し
)

一　

此
方
御
寄
進
料
、

去
年
之
」

物
成
之
後
、

吉
忠
右
」
被
入
精
、

早
疾
不
執

　
得
、
L
手
前
汐
請
取
、
栫
被
」
置
候

へ
共
、
慥
成
便
宜
L
無
之

二
付
て
、
相
延

　
候
、
L
只
今
、

禁
中
御
役
金
」

上
せ
申
候

二
言
伝
、

伏
見
」

御
宿
町
田
少
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(被
脱
力
)

　
迄
遣
候
間
、
L
可
相
届
候
条
、
慥

・樋
御
L
請
取
候
と
の
う
け
取
を
」
可
下
候

一　

近
衛
様
御
自
絵
、

御
自
讃
之
」
　
一
ふ
く
、

今
時
分
自
由
に
L

不
遊
之
旨
候

　
処
、
貴
院

二
」
御
所
持
候
を
、
被
懸
御
意
候
」
と
て
被
下
候
、
扨

く
過
分
」
至

　
極
、
中
ζ
存
程

ハ
」
御
礼
不
得
申
入
候
、
忝
候
、
L
御
隠
密
之
儀

ハ
、
委
曲
L

　
承
届
候
、

此
方
、　

御
前
様
、
」

御
子
様
達
、

弥
御
息
災

・こ

被
成
御
座
候

　
間
、
可
御
心
安
候
、
」
猶
以
、
御
祈
念
之
儀
、
専
」
用

ユ
存
候
、
万
吉
追
而
」

　
可
得
御
意
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
野
左
近
助

　
　
　
　
三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

繁

仍

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
尊
報

○

町
野
繁
仍

(
重
仍
)

は
、
蒲
生
忠
郷

・
秀
行

の
老
臣
。
慶
長
十
八
年
没

。
な
お
、　

「
去

　
年
地
震
」
と
は
、

『
駿
府
記
』
慶
長
十
六
年
八
月
二
十

五
日
条

「去
十

三
日
、
会
津
大

　

　

　

　

　

　

　

　

(行
)

　
地
震
、
蒲

生
飛
騨
守
秀
之
之
城
郭
石
壁
以
下
悉
震
崩

」
を

い
う
か
。

　

一
九
　
岡
山
重
俊
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
三

・
五
x
四
九

・
○

　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(蒲
生
忠
郷
)

尊
翰
致
拝
見
候
、
L

仍
下
野
守

へ
御
祈
濤
L

御
札
守
拜
扇
子
L

五
本

被
遣
候
、

則
L
為
申
聞
候
、
被
入
御
念
L
段
、
別
而
忝
被
存
候
、
」
委
細
御
報
被
申
述
候
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(福
西
)

随
而
私

へ
御
札
L

扇
子
弐
本
被
下
候
、
L

忝
頂
戴
仕
候
、

福
」

吉
左
衛
門

ハ
今

　

(折
り
返
し
)

度
L
不
罷
上
候
条
、
委
曲
L
国
元

へ
遣
し
申
候
、
L
即
刻
御
報
可
申
上
」
と
存
候

へ
共
、
吉
左
衛
門
L
同
前

二
可
申
上
と
存
候
L
内

二
、
余

二
延
引
仕
候
間
、
L
先

如
此
御
座
候
、
次
」
吉
田
壱
岐
死
去
付
而
L
跡
職
善
八

二
被
申
付
儀
、
」
御
満
足

思
召
候
旨
、
」
尤
存
候
、
猶
追
而
可
得
L
貴
意
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
木
工
允
　
　
　
　

⑦

　
　
　
　
七
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
俊

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
様
尊
答

　
○

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
こ
ま
、
岡
山
重
俊
は
紀
伊
家
に
仕
う
と
あ
る
。

　
二
〇
　
蒲
生
忠
郷
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
四

・
五
×
五

一
・
二

為
御
見
廻
、
御
祈
疇
」

御
札
井
扇
子
五
本
L

被
懸
御
意
候
、

目
出
」

度
致
満
足

候
、
L
猶
期
後
音
之
L
節
、
不
能

=

一候
、
L
恐
≧
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下
野
守
　
　
　
　

⑧

　
　
　
　
三
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
郷

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
同
宿
中

　
○
松
平

(蒲
生
)
忠
郷
は
秀
行
子
息
。
慶
長
十
七
年
襲
封
、
寛
永
四
年
病
没

(『断
家

　
　
譜
』)。
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叡山松禅院文書

　

一
コ
　

蒲
生
秀
行
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
四

・
五
×
五
〇

・
○

最
前
者
、
為
御
見
廻
、
L
遠
路
之
処
、
御
下
候
て
L
祝
着
候
、
殊
為
其
御
礼
L
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(カ
)

蒲
中
将
被
差
下
候
、
L
就
其
、
有
任
山
護
摩
L
御
執
行
之
御
札
井
大
緒
L
五
筋
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(重
政
)

候
、
被
入
御
念
候
段
、
L
本
望
之
至
候
、
猶
岡
半
兵
衛
」
か
た
♂
可
申
候
、
恐
く

謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
飛
騨
　
　
　
　

⑨

　
　
　
　
十
月
八
日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

秀

行

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
坊
中

　

一
一二
　

町
野
繁
仍

・
岡
重
政
連
署
書
状

(
折
紙
)　

三
四

・
五
x
四
九

・
五

　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(忠
郷
)

去
八
日
之
御
状
、
為
御
L
使
僧
中
将
殿
御
下
候
、
L
就
其
、
下
野
殿

へ
鷹
之
L
足

　
　
　

(忠
知
)

皮
二
枚
、
鶴
松
殿

へ
L
掛
香
五
、
御
前
方

へ
」
同
+
御
進
上
、
則
中
将
殿
」
御
礼
御

申

二
候
、
遠
路
之
L
処
、
被
入
御
念
候
段
、
御
L
祝
着
由
候
、
相
心
得
」
可
申
入

旨
候
、
随
而
去
年
L
3
御
誂
候
御
祈
濤
之
」
儀
、
爰
元
御
仕
合

二
付
而
」
御
理

ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り

候
、
具
得
御
意
L
候
之
処
、
御
兄
弟
様
後
室
様
」
何
も
御
息
災
・
延
命

・
御
L
繁

返
し
)

栄
之
儀
、
被
抽
懇
」
祈
御
祈
念
候
様

二
と

の
L
御
事
候
間
、
有
其
御
心
得
、
L
御

祈
疇
尤

二
存
候
、

次

二
御
」
　
つ
ほ
ね

へ
懸

香
二
、

両
人

へ
L

扇
子
三
本
宛
被
懸

御
L
意
候
、
御
懇
之
義
、
本
望
」
至
極

二
存
候
、
委
曲
、
於
様
子

ハ
、
」
中
将
殿

へ
申
渡
候
間
、
L
不
具
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
半
兵
衝

　
　
　
　
七
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
　
政

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
野
左
近
助
　
　
　

⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁

仍

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　
○
岡
重
政
は
蒲
生
秀
行
老
臣
。
慶
長
七
年
以
降
、
町
野
と
の
連
署
知
行
宛
行
状
が
出
現
す

る

。

　

ご
一二
　
松
禅
院
乗
俊
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　

三
四

・
五
×
五
工
・
二

十
三
日
之
芳
翰
、
十
」
四
晨
、
山
室
致
拝
」
誦
候
、
双
厳
院
作
事
」
払
方
之
儀
、

御
相
談
被
成
L
度
候
旨
、
尤
得
其
意
候
、
L
十
六
日
、
拙
僧
出
京
仕
候
条
L
刻
、

十
六
日
之
四
時
分

二
L

不
動
院
御
里
坊

へ
御
案
内
L

可
申
入
候
問
、

拙
僧
里
坊

へ
」
御
来
駕
御
出
可
被
下
候
、
L
乍
恐
、
拙
者
相
談
仕
候
而
、
」
其
汐
直

二
出
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

可
仕
候
、
し
出
京
以
前
、
此
方

へ
御
越
L
之
儀
、
遠
路

ト
申
、
L
別
御
用
も
あ
る

ま
し
く
候
歟
、
」

御
ふ
た

ハ
御
無
用

二
候
、
L

手
前
得
隙
候
者
、

態
出
L

御
申

入
、

茶
を
も
進
之
L
度
候

へ
と
も
、

時
分
柄
之
L

儀

二
御
座
候

ヘ
ハ
、

不
得
隙

候
L
間
、
十
六
日
之
四
時
分

二
、
拙
僧
L
お
ま
ち
可
申
候
、
可
得
御
意
候
、
」
下

山
候
者
、
不
動
院
L
御
里
坊

へ
御
案
内
可
申
入
候
、
L
左
様

二
御
心
得
被
成
、
御

待
奉
L
頼
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
(;
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
禅
院
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
霜
月
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
　
俊

(花
押
)

(上
書
)

　

「
不
動
院
様

　
　
実
明
房
様
御
報
　

」

　
○
不
動
院
は
東
塔
北
谷
に
属
す
る
。
当
院
主
は
二
世
最
順
か
。
な
お
、
八
五
号
文
書
参
照
。

　
　

一
五
号
～
二
三
号
文
書
は
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

ご
四

某

消

息

(
折

紙

)
　

　

　

　

　

　

　

　

二
九

・
五

×
四

五

・
五

ま

い

ら

せ
ら

れ

候

て
」

御

ら

ん

し
候

へ
く
候

、

L

又

そ

の
れ

い
」

御

入

　

　

　

(行
間
)

候

ハ
ぬ
」

御

事

に

て
候

ハ
鼠
、

L

し

ゆ

こ
う

さ

ま

よ

り
L

御

ひ

ろ
う

ハ

ゑ
L

御

さ

た

候

ま

し

き

よ

し
L

心
候

て
申

へ
く

候

、

」

又

お

ほ

せ

の

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(施

薬

院
)
　
　
　
(折
り
返
し
)

と

く

、

L

そ

こ
御

ほ

と

二
や

く

ゐ

ん

の
L

ふ

ミ
あ

い

い

て
」

よ
く

お

ほ
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史 窓

　
　
　
　
し
め
し
候
L

ま
玉
卅
日
す
き
L

ま
い
ら
せ
候
ま
て
も
L

御
ふ
た
な
と

　
　
　
　
も
L
ま
い
ら
せ
候

ハ
ぬ
」
や
う

に
心
候
て
L
申

へ
く
候
、
か
し
く
」
返

　
　
　
　
く
御
L
り
ん
し
の
」
御
れ
い
候

ハ
玉
、
L
や
か
て
ノ
丶
御
入
候
と
も
L

　
　
　
　
御
ひ
ろ
う
御
入
候

ハ
ん
」
よ
し
申

へ
く
候
、
め
て
う
れ
し
く
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(元
　
　
　
　
　
三
)　
　
　
(会
式
)

御
文

の
や

う
L

ひ

ろ
う

申

候

、
ま

つ
く

く

わ

ん
L
さ

ん

の
L
ゑ

し
き

、
ひ
て

よ

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(折
り
返
し
)

さ

ま
L

よ
り

御

つ
と

め
に

よ

り
L

御

り

ん
し

の
」

御

事

御

申

入
候

、

L

ま

へ
く

よ
り
、
L
そ
の
れ
い
御
入
候
L
事
に
て
御

入
候

ハ
X
、
L
お
も
て
む
き
に
て
ハ
L

御
入
候

ハ
ん
L
す
れ
と
も
、
L
御
な
い
き

に
て

ハ
L
し
ゆ
こ
う
さ
ま
よ
り

　
　
正
か
く
ゐ
ん
へ
御
返
事
ま
い
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
申
給
へ

　

二
五
　
南
光
坊
祐
能
書
状

(
折
紙
)　
　

　
　
　

二
九

・
○

×
四
三

・
五

　
　
　
　
尚
く
、
松
法
印
之
御
事

ハ
、
L
従
前

く
、
無
御
等
閑
御
事
候
、
」
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
く
ま
て
も
、
其
通

二
事
L
御
懇

・瞬貴
院
さ
ま
L
蒙
仰
候
事
、
L
忝
存
計

　
　
　
　
候
、
L
く
れ
く

貴
院
さ
ま
」
松
法
印

へ
被
対
候
て
、
L
此
度
く

御

　
　
　
　
忠
功
無
L

是
非
事
候
、
」

た
の
も
し
き
事
候
、
」
御

ふ
た
な
と
も

壇

　
　
　
　
ζ
L
各
く
ニ
ハ
あ
け
ら
れ
候
L

ま
し
く
候
、
惣
分
と
し
て
」
可
被
上
と

　
　
　
　
存
候
、
可
L
御
心
安
候
、
か
し
く

従
是
、

捧
愚
札
候
て
も
、

申
」
上
度
存
候
處
、

預
尊
書
」
御
報

二
被
成
、

心
外

候
、
L
仍
松
法
印
之
事
、
余

二
L
あ
ら
く

し
く
被
仰
候
間
、
し
笑
止
存
候
て
、

漸僧
正
語
申
、
L
御
気
病
申
候

ヘ
ハ
、
御
同
心
候
て
」
大
慶
此
事
候
、
貴
坊
」
様
奇

特

二
御
気
遣
候
て
L
京

へ
も
人
を
被
遣
、

色
く
」
懇

二
御
才
覚
候
事
」
お
と
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

き
御
事
」
奉
感
申
候
、
仍
無
御
」
等
閑
、
御
存
分
有
之
儘
、
L
被
仰
聞
候
事
、
却

而
L
本
望
之
事
候
、

可
御
心
L

安
候
、

随
而
昨
日
者
、
L

養
源
院

へ
御
茶
申
候

間
、
」
貴
法
印
を
申
入
度
候
て
、
L
使
者
を
以
、
申
候
所

二
、
L
是
之
下
僧
申
候

ハ
、
御
」
下
山
を
見
申
候
と
申
候
間
、
L
使
者
を
も
止
申
候
、
御
残
多
」
所
存
計

候
、
御
用
候
て
L
御
帰
候
由
、
御
尤

二
候
、
軈
而
L
奉
待
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
光
坊

　
　
　
　
十
二
月

二
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

祐

能

(花
押
)

　
　
　
　
　
(真
慶
)

　
　
　
唯
心
院
法
印
参
人
≧
御
中
御
報

　
二
六
　
正
覚
院
豪
盛
書
状

(折
紙
)
　

二
九

・
二
×
四
六

・
四

　
　
　
猶
く
、
御
懇
意
之
段
、
皆
く
」
可
被
感
之
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(蔵
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(直
頼
)

先
度
、
於
大
坂
、

新
庄
」

駿
州
様

・
同
雑
斎
様

へ
、
」

従
惣
山
、

各
被
持
参
候

代
L
都
合
五
貫
文
、
御
返
之
由
候
而
、
L
只
今
持
給
候
、
我
く
何
度
も
」
御
こ
と

バ
リ
申
候
て
、
此
等
之
式
L
御
家
君
と
被
存
て
の
」
御
事
候
条
、
又
進
上
仕
候

ハ

て
と
」
皆
く
可
被
申
候

へ
共
、
再
三
」
遠
路
往
還
、
慮
外
之
」
事
候
之
間
、
先
当

坊

二
」
預
り
置
、
三
院
各
く
へ
L
披
露
可
申
候
、
先
度
者
」
新
御
兄
弟
さ
ま
、
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

御
L
入
魂
、
下
坂
本
以
、
寄
附
之
L
儀
、
御
芳
意
兼
て
よ
り
」
拙
老
委
存
上
候

ヘ

ハ
、
生
く
L
難
忘
御
興
隆
候
、
皆
く
も
L
同
心
之
事
候
ま
玉
、
何
と
そ
」
御
礼
も

被
申
度
と
の
事
候

へ
共
、
L

返
而
隔
心
か
ま
し
き

か
と
L

被
加
遠
慮
御
事
候
處

二
、
」
如
此
候
、
猶
更
御
存
念
L
難
有
、
憑
敷
可
被
存
候
L
旨
、
此
書
状
を
則
御

両
様

へ
」
可
被
遣
候
、
別
而
請
取
に
」
不
及
御
事
候
、
涯
分
無
」
失
念
、
披
露
可

申
候
、
御
」
院
内

ヘ
ハ
、
別
而
申
ま
し
く
候
、
L
此
旨
御
心
得
申
て
、
御
披
露
」

所
仰
候
、

重
而
御
算
用
之
」
砌
、

為
納
所
、

可
申
理
申
聞
候
、
L

可
被
御
心
安

候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
覚
院

　
　
　
　
七
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
　
盛

(花
押
)

　
　
　
唯
心
院
法
印
御
房
御
報
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叡山松禅院文書

　

二
七
　
正
覚
院
豪
盛
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　

二
九

・
七

×
四
六

・
○

　
　
　
　
猶
く
上
谷
よ
り
L
被
申
事

ハ
、
更
不
L
可
用
立
候
、
我
等

二
L
任
せ
被

　
　
　
　
置
候

へ
く
候

先
刻
下
山
候
、
L
就
其
、
明
日
講
演
L
御

出
仕
候
て
可
然
候
、
L
子
細
者
、
従
上

谷
L
重
く

一
書
な
と
L
上
候
由

二
付
、
不
可
有
L
御
出
仕
之
旨
風
聞
候
、
L
そ
れ

ハ
む
か
し
や
に
候
、
」
西

・
川
申
事
、
指
当
」
た
る
事
候
間
、
此

一
事
L
す

ミ
候

迄

ハ
、
如
何
」
様
之
事
候
共
、
被
聞
L
遁
候
て
、
先
御
院
L
内
の
た
め
存
候
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

参
L
申
度
候

へ
共
、
足
損
候
L
故
、
先
以
書
状
申
候
、
上
谷
」
よ
り
被
申
越
候

ハ

　
　

(全
宗
)

二
、
L
薬
院

へ
申
こ
と

バ
リ
L
可
返
之
候
、

可
被
御
心
L
易
候
、
為
其
如
此
候
、
」

将
又
、
算
分
相
之
事
L
憑
入
候
、
と
て
も

の
」
御
事
に
、
算
之
札
」
六
た
の
ミ
入

候
、
明
日
L
以
面
可
申
候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
覚
院

　
　
　
　
三
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
　
盛

(花
押
)

　
　
　
長
寿
院
法
印
御
報

　
二
八
　
西
塔
執
行
代
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　

二
九

・
五
×
四
五

・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(精
力
)

　
　
　
　
尚
以
、
旧
冬
算
用
之
砌
、
」
御
両
坊
御
存
知
之
事
候
間
、」
被
入
御
情
可

　
　
　
　
給
候
、
以
上

従
御
院
内
、

当
院
江
」

越
米
参
石
八
斗
之
事
、
」

急
度
地
帳
被
相
渡
候
L

様

二

と
、

先
日
茂
以
折
紙
L

雖
申
入
、

干
今
不
能
御
報
候
、
」

去
年
之
所
務

ヨ
リ
申

付
」
物

二
候
處
、
御
延
引

二
候
、
L
早
く
可
然
所
地
帳
待
」
申
候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
　
　
　
　⑫

　
　
　
　
六
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

　
　
　
花
徳
院

　
　
　
本
住
坊
御
房

　

○
花

(華
)
徳
院
は
横
川
飯
室
谷
に
属
し
、
も
と
山
本
坊
と
称
し
た
。
三
九
号
参
照
。

　

二
九
　
田
中
吉
次
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　
　

二
三

・
五
×
四
五

・
二

　
　
　
　
尚

く
、
委
細
之
儀

ハ
、
」
唯
心
院
様

へ
御
尋
L
可
被
成
候
、
以
上

横
川
堂
領
預
り
分
L
可
相
渡
旨
、
則
昨
日
」
唯
心
院
此
方

へ
御
L
出
京
被
成
、
可

相
渡
之
由
L
被
仰
候
間
、

銀
子
相
L

渡
申
候
、

然
者
、

去
く
L
年

ヨ
リ
三
ケ
年

之
L
分

ハ
、
大
方
唯
心
院
L
様

へ
相
渡
申
候
、
然
共
、
」
御
算
用

ハ
未
無
之
候
、
L

先
度
く
二
御
用
之
」
砌
、
進
上
申
候
キ
、
L
来
廿
三
日
、
大
坂

へ
御
」
越
候
段
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
折
し
)

御
大
儀
と
L
奉
存
候
、
猶
御
用
儀
」

候
者
、

可
被
仰
付
候
、
L
尤
、

宗
繁
汐
御

報
」
可
被
申
上
候

へ
共
、
他
行
L
被
仕
候
条
、
拙
子
∂
」
如
此
候
、
恐
惶
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
五
郎
右
　
　
　
　⑬

　
　
　
　
十
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
次

(花
押
)

　
　
　
横
川
別
当
代
御
房
様
尊
報

　

三
〇
　
東
塔
執
行
代
触
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

二
九

・
五
×
四
八

・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(行

　
　
　
　
己
之
上
刻
、
待
L
申
候
、
何
茂
御
出
来
L
遅
ζ
候
て
、
日
暮
候
間
、
L

　
　
　
　
間
)

　
　
　
　
如
此
候

来
十
三
日

二
、
於
根
本
L
中
堂

二
、
三
院
集
会
L
相
催
申
候
、
是
者
、
御
L
院
内

本
住
坊

ヨ
リ
L
御
催
訴
訟
付
而
、
」
如
此
候
間
、
谷
く

へ
L
態
ζ
御
触
尤
候
、
」

己
之
上
刻

二
御
出
L
対
候
様
、
奉
待
候
、
L
仍
所
催
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　

二
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

　
　
　
別
当
代
御
坊

　

三

一　

東
塔
執
行
代
触
状
案

(折
紙
)
　
　
　
　

二
九

・
五

×
四
四

・
七

　
　
　
　
返
ζ
、
無
相
違
」
御
集
来
専
」

一
候
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窓史

明
後
日
廿
六
日
L
御
験
地
御
談
合
L
以
下
二
、
於
中
堂
L
三
院
集
会
催
L
申
候
、

巳
下
刻

二
L
御
集
来
所
仰
候
、
」
仍
所
催
如
件

　
　
　
　
八
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
代

　
　
川

　
　
　
別
当
代
御
坊

　
三
二
　
楞
厳
院
惣
中
書
状
案

(
折
紙
)　
　
　
　

二
九

・
五
×
四
五

・
五

　
　
　
　
う

つ
し

急
度
以
折
紙
申
通
候
、
」
然
者
、
当
院
本
住
坊
領
L
出
入
付
而
、

一
昨
日
、
為
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(尊
運
)

内
」
西
塔
領
分
酒
井
町
益
心
」
所

へ
、
催
促
相
付
候
處
、
L
金
台
坊
、
彼
町

二
取

籠
、
L
帯
道
具
、
益
心
為
贔
L
屓
、
其
町
人
共
引
率
、
し
自
身
手
を
お
ろ
し
、
」

　
　
　
(働
)

狼
藉
之
動
、

院
内
催
促
」
之
者
共
、

散

く
打
付
、

既
以
」
及
半
死
、

血
ヲ
被
打

出
、
L
其
者
共
干
今
平
臥
之
L
式

二
菰
在

よ
し
、
金
台
坊
L
余
恣
之
働
共
、
不
及

　
　
　
　

(折
り
返
し
)

是
非
候
、
L
惣
別
加
様
之
儀
者
、
三
院
L
互
之
事

二
候
処
、
近
比
L
理
不
尽

二
贔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　マ
ご

屓
偏
頗
、
」
三
院
之
御
置
目
被
破
手
L
始
、
後
詰

二
候
歟
、
其
上
西
塔
」
領
分
之

間
、
催
促
之
前

二
、
L
西
塔
各
く
へ
、
此

旨
案
内
」
披
露
之
折
紙
、
金
台
」
里
坊

迄
届
置
候
、
右
之
L
狼
藉
仕
候
、
此
旨
西
院
」

へ
も
申
届
候
間
、
御
当
院
し
御
分

別
被
成
、
急
度
被
仰
L
付
可
被
下
候
、
為
其
如
此
候
、
L
恐
く
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楞
山
院

　
　
　
　

二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
　
中
在
判

　
　
　
東
塔
谷
く

　
　
　
　
役
者
中

三
三
　
楞
厳
院
惣
中
書
状
案

(
折
紙
)
　

二
九

・
五
×
四
五

・
○

　
　
　
写

　
　
　
追
啓
、
其
刻

二
雖
可
申
届
候
、
」
爰
元
不
能
子
細
候
て
」
如
此
候
、
被

　
　
　
成
御
分
別
、
」
順
路

二
奉
頼
候

急
度
以
折
紙
申
通
候
、
然
者
、
L
当
院
本
住
坊
領
出
入
付
而
、
L

一
昨
日
、
為
院

内
、
貴
院
御
」
領
分
之
益
心
所
江
催
促
」
相
付
候
處
、
金
台
坊
、
酒
井
之
L
町

ユ

取
籠
、
益
心
贔
屓
L
有
而
、
其
町
人
土
ハ
ニ
下
代
L
被
申
付
、
当
院
催
促
之
者
共
、
L

散
〉
打
付
、
既
以
及
半
死

二
、
L
血
を
被
打
出
、
被
討
候
者
、
干
今
L
平
臥
之
式

有
之
事
、
」
余
恣
之
動
共
、
不
及
是
非
候
、
L
惣
別
、
加
様
之
儀
者
、
三
院
L
互

之
事

二
候
處
、

近
比
如
此
之
L

理
不
尽

二
贔
屓
偏
頗
、
L

三
塔
之
御
置
目
ヲ
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返
し
)

破
、L
其
詮
無
之
歟
、
其
上
催
促
之
」
前

二
、
各
く
様

へ
此
旨
案
内
L
御
披
露
状
、

金
台
坊
迄
」
雖
届
置
候
、
右
之
狼
藉
L
被
動
候
間
、
更
以
御
分
別
L
被
成
、
急
度

順
路

二
被
仰
付
者
、
L
何
も
忝
可
存
候
、
此
由
、
東
塔

へ
も
L
申
届
候
、
抑
御
分

別
、
衆
徒
L

一
分
之
衆
、
自
身
手
を
L
お
ろ
し
、
浜
之
雑
人

二
」

一
味
有
事
、
可

為
如
何
候
哉
、
」
能
く
御
塩
味
奉
頼
候
、
L
恐
く
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楞
厳
院

　
　
　
　

二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
　
中
在
判

(上
書
)

　

「
　

西

院

各
御
中

」

　

〇

一
七

・
三
〇

・
三

一
号
文
書
参
照
。

　

　

二
四
号
～
三
三
号
文
書

は

一
巻
に
成
巻

さ
れ

て
い
る
。

　
三
四
　
東
塔
執
行
代
触
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
〇

・
四
×
四
二

・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(行

　
　
　
　
尚
く
、
御
礼

二
御
越
之
L
衆
、
御
若
輩
之
衆
L
可
為
御
無
用
候
、
従
し

　
　
　

間
)

　
　
　
　
三
院
、
為
用
脚
、
代
物
十
五
貫
文
L
持
参
可
申
候
、
御
院
内
も
其
L
わ

　
　
　
　
つ
ふ
可
被
持
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(徳
川
家
康
)

大
坂

へ
之
為
御
礼
、
L

来
廿
三
日
、

各
可
有
御
越
候
、
L
、
就
其
、　

内
府
様

へ

之
」
為
御
礼
儀
、
杉
原
三
束
L
自
三
院
可
然
候
、
於
御

「
院
中
、
御
有
縁
之
衆
」

可
被
仰
合
候
、
然
者
、

二
人
」
御
越
尤
候
、
仍
所
催
申
L
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
十
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)
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叡山松禅院文書

　
　
　
別
当
代
御
房

　
○
家
康
の
内
大
臣
在
職
は
、
文
禄
五
年
～
慶
長
八
年
二
月
迄
で
あ
る
。

　
三
五
　
正
覚
院
豪
盛
書
状
案

(折
紙
)
　
　
　
　

三
〇

・
二
×
四

一
・
六

　
　
　
　
猶
く
、
乍
御
大
儀
L
必
可
有
御
越
候

御
状
拝
見
候
、
仍
大
L
坂

へ
明
日
、
大
津
越
に
L
可
参
候
、
十
四
屋
宗
差
方

へ
L

　
　
　
　
　
　
　
　
(為
ヵ
)

御
立
寄
候
て
、

先
被
得
談
L
合
可
然
候
間
、

乍
御
苦
L
労
、

貴
院
、

大
坂

へ
御

越
L
可
然
之
由
、
内
ζ
此
方
之
衆
L
被
申
候
、
御
朱
印
出
候
者
、
L
其
次

二
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(政
成
)

を
も
御
申
」
可
然
之
旨
候
条
、
銀
L
拜
銭
以
下
被
持
参
L
尤
候
、
郡
奉
行
日
向
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

二
も
」
朝
め
し
候
之
様

二
承
L
及
候
間
、
其
時
分
御
出
」
可
然
候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
(慶
長
六
年
力
)

　
　
　
　
正
廿
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
覚
院

　
　
　

(光
芸
)

　
　
　
唯
心
院
法
印
御
返
報

　
○
本
文
書
は
寺
領
加
増
を
め
ぐ
る
家
康
と
の
交
渉
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
慶
長
六

　
　
年
二
月
、
寺
領
は
五
千
石
に
加
増
さ
れ
た

(『延
暦
寺
文
書
』
徳
川
氏
奉
行
人
連
署
書

　
　
状
)。
な
お
、
十
四
屋
宗
差
は
宗
伍
の
血
縁
者
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。

　
三
六
　

正
覚
院
豪
盛
書
状
案

(
折
紙
)　
　
　
　

二
八

・
○
×
四

一
・
五

　
　
　
　
か
き
候

ハ
ニ
、
今
夜

二
L
便
宜
所

へ
可
被
遣
候
、
し
可
盛
用
候
、
以
上

明
旦
、
大
津
御
城

へ
」
御

一
人
御
院
内
よ
り
、
L
可
有
御
出
候
、
内
府
様

へ
」
御

礼
可
然
よ
し
、
当
院
L
談
合
と
し
て
、
西
院

へ
も
」
只
今
申
越
候
、
乍
俄
時
L
分

柄
事
候
間
、
如
此
折
、
L
御
持
参
可
然
よ
し
候
、
」
何
も
盛
物
な
く
候
て
、
迷
L

惑
申
候
、
然
者
、
長
寿
院

一こ

か
き
候

ハ
ん
ほ
と
に
、

一
種
」
従
御
院
内
御
合
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

な
さ
り
L
候

へ
く
候
、
此
中
無
キ
儀
者
、
」
弐
種

二
千
万
調
事
候
、
L
御
あ
わ
れ

ミ
尤
候
、
我
等
も
L
天
気
よ
く
候

ハ
玉
、
可
参
」
内
存
候
、
然
者
、
明
旦
向

一こ

下
僧
上
候

へ
と
只
今
申
」

遣
候
、

い
か
に
も
い
そ
き
め
し
L

用
意
候
て
参
可
申

候
、
L
恐
く
謹
言

　
　
　
(慶
長
五
年
)

　
　
　
　
九
廿

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
覚
院

　
　
川

　
　
　
別
当
代

　
　
又

　
　
　
長
寿
院
御
房

　
○
徳
拑
家
康
は
、
慶
長
五
年
九
月
二
十
日
、
大
津
城
に
至
り
、
二
十
六
日
迄
滞
在
し
て
い

　
　
る

(塚
本
明

「徳
川
家
康
の
居
所
と
行
動
」
、
藤
井
譲
治
編

『近
世
前
期
政
治
的
主
要

　
　
人
物
の
居
所
と
行
動
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
所
収
)
。

　
三
七
　
東

・
西
執
行
代
連
署
書
状

(
折
紙
)　
　

二
一一
・
五
×
四
三

・
五

葛
川
之
儀
付
候
て
、

山
本
坊
L
才
判
重
く
不
届
候
L

段
、

歴
然
候
、

堅
令
L
衆

(
揆
力
)

撥
之
旨
、

衆
儀
候
、
」
最
前
御
案
内
可
申
L
之
處
、

延
引
候
間
、

只
L

今
申
入

候
、
恐

く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西

　
　
　
　
八
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

(上
書
)

　

「　
別
当
代
御
房
　

」

　

○
山
本
房
は
、
後
、
華
・徳
院
と
改
め
る
。

　
三
八
　
日
蔵
坊
増
恵
書
状

(
折
紙
)
　

三
〇

二
ご
×
四
五

・
五

　
　
　
　
尚

く
、
や
か
て
」
是
∂
可
申
入
候
、
以
上

今
朝
、
大
坂

へ
」
浄
教
坊
御
出

二
付
、
」
弐
百
石
わ
た
り
候
L
八
木
之
儀
、
申
談

候

ヘ
ハ
、
L
浄
教
坊
大
坂
∂
L
帰
次
第

二
米
渡
候

へ
と
L
申
談
候
、
然

ハ
、
八
久

　
　
　
　
　
　
　

(志
賀
)

右
L
被
申
様

ハ
、

志
か
郡
之
L

未
進
か
た
を
以
相
渡
」

候

へ
と
、

被
申
付
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

但
、
L
浄
教
坊
被
帰
次
第

一こ

坂
本
御
蔵
に
て
L
わ
た
し
可
申
候
、
L
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
蔵
坊
　
　
　
　
　

⑰

　
　
　
　
正
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
　
恵

(花
押
)

(上
書
)

　

「

与
州
別
当
殿
ま
い
る
　
」
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○
浄
教
坊
は
東
塔
南
谷
に
属
し
、
後
、
実
蔵
坊
と
改
め
る
。
一
世
実
善
、
寛
永
六
年
九
月

　
　
寂

(「東
塔
五
谷
堂
舎
並
各
坊
世
譜
」、
前
掲

『天
台
宗
全
書
』
二
十
四
巻
所
収
)。

　

三
九
　
西
塔
執
行
代
書
状

(
折
紙
)　

二
九

・
五
×
四
六

・
○

　
　
　
　
以
上

態
以
折
紙
申
入
候
、
従
」
御
院
内
、
当
院
江
越
L
米
三
石
八
斗
之
事
、
旧
L
冬
、

於
東
塔
、
三
院
御
算
L
用
之
砌
、
本
住
坊
、
花
徳
院
」
御
存
知
之
事
候
間
、
地
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(知
脱
力
)

被
相
渡
可
給
之
由
、

両
度
」
迄
申
入
處
、

今
更
無
御
存
」

由
に
て
、

不
能
御
報

候
、
此
方
L
よ
り
進
候
折
紙
、
被
指
返
、
L
不
審

二
存
候
、
御
院
内
坊
数
」
廿
七

坊

二
廿
五
石
宛
配
分
L
之
余
米
在
之
付
候

て
、
当
院
」
不
足
之
處

へ
、
可
被
指
越

旨
L
相
究
候
間
、
能

く
御
院
内
御
L
穿
鑿
候
て
、

一
途
可
預
御
報
候
、
L
恐
く
謹

言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
　
　
　
　⑱

　
　
　
　
六
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

　
　
　
別
当
代
御
房

　

○

「慶
長
六
年
二
月
十
二
日
定
西
・
川
両
院
割
付
之
事
」　
(『山
門
要
記
』)
参
照
。

　
四
〇
　
西
塔
執
行
代
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　

二
八

・
○

×
四
五

・
○

　
　
　
　
尚
ζ
、
只
今
も
東
」
執
行
代

へ
襠
理
申
候
、
L
西

・
川
存
間
敷
之
由
L

　
　
　
　
(行
間
)

　
　
　
　
申
渡
候
、
以
上

従
東
院
、
金
輪
院
之
儀
」
付
候
て
、
今
日
出
京
可
申
」
之
由
、
御
触
候
之
条
、
」

生
源
寺
迄
罷
下
候
、
L
然
処
、
自
貴
院
之
」
如
御
香
物
、
西

・
川
之
称
L
有
之
間

敷
之
由
、
皆
く
L
西
院
等
も
被
申
分
候
、
L
其
上
正
厳
坊

・
大
泉
坊
L
昨
日
葱
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　マご

へ
被
罷
下
候
、
」
明
日
生
源
寺
ま
て
」
可
為
貴
寺
候
間
、
貴
院
」
之
御
香
物
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(全
宗
)　
　
　
　
(詮
舜
)　
　
　
(折

可
申
」

間
、

可
然
様

二
被
仰
合
」
御
尤
候
、

次
者
、

薬
院
L

・
観
音
寺
在
世
之

返
・り
し
〉

(衍

力
)

刻
、
L
之
時
、
自
薬
院
、
三
L
院

へ
御
引
替
儀
有
L
之
由
、
書
立
参
候
、
L
則
進

上
申
候
、
西
院
L
被
申
分

ハ
、
薬
院
御
存
L
生
之
内

ハ
、
算
用
も
L
可
申
候
、
只

今
年
月
」
事
旧
候
て
、
仰
存
間
敷
L
之
由
、
各
く
被
申
分
候
、
L
定
以
、
能
様

二

西

・
川
L
被
成
御
談
合
御
尤
」
可
然
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
　
十
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

　
　
　
別
当
代
御
坊

　
○
金
輪
院
は
東
塔
東
谷
、
大
泉
坊
は
西
塔
南
谷
に
属
す
る
。
正
厳
坊
は
不
明
。

　
四

一　

東
塔
執
行
代
触
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
〇

・
二
×
四
五

・
二

　
　
　
　
上
儀

二
候
条
、
不
可
有
御
L
油
断
候
、
以
上

就
金
輪
院
使
節
之
」
儀
、
両
長
老
折
紙
L
如
此
候
、
則
写
進
之
候
、
L
然
者
、
御

諚
之
由
候
間
、
L
急
与
為
御
返
事
之
、
L
明
後
十
九
日
午
刻
、
L
三
院
成
御
集
会

申
候
、
L
各
有
御
出
対
、
御
L
談
合
肝
要
候
、
仍
」
所
触
申
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
八
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
代

(花
押
)

　
　
　
東
院
四
谷

　
　
　
八
王
子
頭
代

　
　
無

　
　
　
政
所
代

　
　
西

　
　
　
執
行
代

　

(折
り
返
し
)

　
　
川

　
　
　
別
当
代
各
御
中

　
〇
三
四
号
～
四
一
号
文
書
ま
で
、
題
箋

　
　

「執
行
代
回
章
　
　
　
　
浅
野
長
吉
殿
消
息

　
　
　
西
塔
執
行
代
消
息
　
　
新
庄
駿
河
守
消
息

　
　
　
日
蔵
坊
消
息
　
　
　
　
[

目
H
U消
息

　
　
　
執
行
代
消
息

　
　
　
正
覚
院
消
息
二
通
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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叡山松禅院文書

　
　
が
付
さ
れ
、
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

　
四
二
　
板
倉
重
宗
書
状

(
折
紙
)　
　
　

　
　
　

三
四

・
○

×
五
二

・
○

　
　
　
　
以
上

貴
札
、
殊
梅
干
」

一
箱
、
被
懸
御
意
、
忝
L
存
候
、
然
者
、

公
方
様
御
祈
疇
L
無
御
油
断
被
成
候
由
、
」

一
段
と
可
然
存
候
、
」
来
年
者
御
厄

歳

二
」

付
蒲
、

臨
時
之
御
祈
L

濤
可
有
之
由
尤
存
候
、
L

御
祈
疇
結
願

二
候

ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

二
L
其
許
汐
江
戸

へ
」
御
札
進
上
被
申
L

可
然
存
候
、
猶
期
後
L
音
之
時
候
、
恐

惶
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
周
防
守

　
　
　
　
極
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
宗

(花
押
)

(上
書
)

　

「

松
禅
院
御
報
　

」

　
四
三
　
野
く
山
兼
綱

・
板
橋
政
郡
連
署
書
状

(折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三

・
○

×
五
〇

・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
({果
福
門
院
)　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　　
(般
)

一
筆
申
入
候
、
然
者
、
L
女
院
様
為
御
祈
疇
、
L
来

ル
六
日
3
、
真
読
し
大
盤
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(案
)

被
　
仰
L
付
候
間
、
内

く
被
得
」
其
意
、
用
意
尤

二
候
、
」
為
御
安
内
如
此
候
、
」

恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
志
摩
守

　
　
　
　

四
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
　
郡

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
く
山
丹
後
守
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
　
綱

(花
押
)

　
　
山
門

　
　
　
松
禅
院

　
○

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
板
橋
政
郡
は
明
暦
二
年
八
月
、
東
福
門
院
付
属
、

　
　
同
三
年
十
二
月
、
志
摩
守
叙
任
。
寛
文
六
年
四
月
没
。
野
く
山
兼
綱
は
、
寛
永
二
十
年

　
　
八
月
、
東
福
門
院
付
属
、
同
年
、
丹
後
守
叙
任
。
寛
文
四
年
致
仕
。

　
四
四
　
京
極
忠
高
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　
　

三
四

・
○

×
五
三

.
〇

一
書
令
啓
上
候
、
為
御
祈
」
疇
領
、
知
行
所
高
L
三
拾
石
之
折
紙
L

一
通
令
進
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(精
)

之
候
、
」
御
祈
疇
被
抽
舟
L
情
候
者
、
可
為
本
望
候
、
L
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
若
狭
守
　
　
　
　

⑳

　
　
　
　
十

一
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
高

(花
押
)

　
　
　

(乗
俊
)

　
　
　
龍
禅
院

　

○
京
極
忠
高
は
、
寛
永
三
年
少
将
叙
任
。
同
十
四
年
六
月
没

(『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』)。

　
　
な
お
、

『横
川
世
譜
』
松
禅
院
乗
俊
の
項
に

「某
年
京
極
若
狭
守
忠
高
喜
捨
斎
資
三
十

　
　
石
」
と
あ
る
。
乗
俊
の
龍
禅
院
入
院
は
元
和
元
年
、
松
禅
院
に
移
っ
た
の
は
寛
永
八
年

　
　
で
あ
る
。

　
四
五
　
蒲
生
秀
行
寄
進
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
二

・
四
×
四
九

・
五

会
津
於
分
領
、
L
知
行
百
石
進
」
入
候
、
如
目
録
、
全
L
可
有
領
知
候
、
恐
く
L

謹
言
　
　
{慶
長
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(蒲
生
)　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
十
月
十
八
日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
秀

行

(花
押
)

　
　
　

(玄
俊
)

　
　
　
松
禅
院
参

　

〇
四
二
号
～
四
五
号
文
書
は
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

　
四
六
　
南
光
坊
天
海
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
三

・
○

×
五
二

・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
尚
ζ
、
政
所
様
」
御
返
事
申
候
付
、
L
目
出
今

一
度
、
拝
」
尊
顔
度
候

　
　
　
　
由
、
」
心
得
頼
入
候
、
L
九
条
殿

・
二
条
殿
L
御
下
向
之
由
、
L
随
分

　
　
　
　
御
馳
走
可
申
候

芳
書
令
披
見
候
、
し
山
上

・
山
下
無
事
之
由
、
珍
」
重
不
過
之
候

　

(中
和
門
院
前
子
)

一　

女
院
様
よ
り
之
御
返
事
、
」
慥
相
届
候
事

　

(東
福
門
院
)

一　

中
宮
様

二
姫
宮
様
L
御
誕
生
之
由
、
都
鄙
共
L
目
出
御
事
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女
院
様
、
政
所
様
L
御
息
災
之
由
、
肝
要
之
L
御
事
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返
し
)

一　

御
児
登
山
候
条
、
L
馳
走
候
由
、
忝
候
、
L
弥
無
油
断
、

学
問
L

な
と
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(精
)

様
、
指
南
頼
L
入
候
、
法
勝
寺
普
請
、
L
白
毫
院
情
被
入
L
候
由
、
是
亦
珍
重

候
、
L
将
亦
、
恵
心
院
跡
職
L
之
事
、
恵
光
坊
L
相
続
有
之
様
候
之
儀
、
L
院

内
無
別
條
上
者
、
L

於
我
等
者
無
相
違
候
、
L

但
、

名
高
寺
院
之
聞
、
L　
一

往
、
可
経
　
上
意
候
、
L
定
而
相
違
者
有
間
L
敷
候
歟
、
恐
く
謹
言

　
　
　
+
月
二
日
　

　

　

　

大
鑾

天

資

花
押
)

　

　

　

(乗

俊
)

　

　

松

禅

院

御
報

○

『
横
川
世
譜
』
恵

心
院

の
項

に
、
四
世
良
範
が
寛
永
二
年

五
月
に
没

し
た
後
、

「
当
房

　

空
主
時
」
同
五
年

、
天
海
が
兼
帯
し
、
乗
俊
が

「
監
守
」
し
た
と
あ
る
。
白
毫
院

は
東

　

塔
東
谷

か
。
恵
光
坊

は
同
じ
く
北
谷
。
な
お
、

四
八
号
文
書
参
照

。

　
四
七
　
南
光
坊
天
海
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　

三
三

・
○
×
四
八

・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(行
間
)

　
　
　
　
尚
ζ
、
政
所
様
L
御
息
災
之
由
、
珍
重
候
、
」
殊
法
勝
寺

二
石
塔
」
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(奇
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(カ
)

　
　
　
　
立
被
成
候
由
候
、
L
扨
く
寄
特
成
御
事
候
、
L
来
年
者
、
罷
上
L
閑
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(被
脱
力
)

　
　
　
　
令
御
満
足
L
可
下
候
由
、
次
蒲
之
節
」
頼
入
候

ハ
と
く
」
よ
ら
れ
候

へ

　
　
　
　
と
L
そ
も
し
申
候
、
さ
り
な
か
ら
」
御
手
跡
を
見
候
て

ハ
」
い
つ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

　
　
　
　
こ
と
く
候
て
L
坂
本
之
寺

へ
万
可
被
加
意
見
候
、
L
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
(豪
盛
力
)　
　
(良
範
)

其
後
者
無
音
候
、
L
正
覚
院

・
恵
心
院
」
打
続
遠
行
之
段
、
」
驚
入
候
、
堅
固

二

而
L
其
元
御
座
候
や
、
」
老
僧
今
者

一
方
L
隙
明
頼
敷
候
処
、
」
力
落

一
重
推
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

候
、
L
我
等
事
者
、
前
之
L
比
、
煩
気
候

へ
共
、
ハ
や
L
只
今
者
す
き
と
」
快
気
申

　
　
　
　
　
　

(秀
忠
)

候
、
就
其
、
L
大
御
所
様
頻
御
指
図
し
故
、
干
今
在
府
申
候
、
」
将
軍
様
当
月
、

日
光

へ
L

御
社
参

二
相
究
候

へ
共
、
L

加
納
殿
御
遠
行
故
、
し

相
延
候
、

来
月

老
、
」
必
定
御
成
候
、
爰
元
」
別

二
無
替
事
候
間
、
」
可
御
心
易
候
、
此
中
者
、
L

何
と
て
書
状
も
不
被
L
越
候
哉
、
恐
く
謹
言

　
　
　
(寛
永
二
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
僧
正
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
六
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
房

　
○
加
納
殿
は
家
康
娘
、
奥
平
忠
昌
妻
。
寛
永
二
年
五
月
二
十
七
日
没

(『徳
川
実
紀
』、

　
　

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
等
)。

　
四
八
　
南
光
坊
天
海
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
三

・
五
×
四
九

・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(成
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
尚
く
、
恵
心
院
L
跡
職
之
事
、
何
分

二
も
L
被
来
相
続
候
様

二
」
可
然

　
　
　
　
候
、
委
者
L
各
∂
可
申
越
候
、
L
返
く
、
L
女
院
様

へ
L
将
軍
様
日
光

　
　
　
　

へ
」
御
成
出
行
重
L
ま
い
り
申
候
故
、
お
そ
く
L
承
、
度
く
も
文
」
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(右

衛

門

督
)
　
(折
り
返
し
、
行

　
　
　
　
も
不
申
上
候
、
」
迷
惑
か
り
申
候
由
」
ゑ
も
ん
の
か
う
殿
L

・
い
つ
ミ

　
　
　
　
間
)

　
　
　
　
と
の
へ
L
ね
ん
ご
ろ
に
L
た
の
ミ
入
候
、
L
わ
さ
と
人
を
の
ほ
せ
L
候

　
　
　
　
様

二
頼
入
候
、
L
猶
相
持
か

へ
り
候
」
節
可
申
候
、

か
し
く

乍
御
報
、

来
翰
L
令
披
閲
候
、

先
以
」
其
元
無
事
之
由
、

珍
」
重
存
候
、

如
承

意
L

将
軍
様
御
成
御
L

機
嫌
能
還
御
、
」

仕
合
無
所
残
候
、
L

過
分
金
銀
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

も
L
拝
領
申
候
、
然
者
、
」
女
院
御
所
様
御
煩
L
之
由
、
将
軍
様
」
御
成
候
節
、

御
直

二
」
御
祈
疇
御
頼
被
成
候
L
付
、
承
驚
入
候
、
L
併
御
本
腹
候
由
、
満
L
足

不
過
之
候
、
就
其
L
ゑ
も
ん
の
か
う
殿

へ
文
L
し
て
申
入
候
、
こ
れ
よ
り
」
わ
さ

　
(使
)

と
吏
の
ほ
せ
L
候
様

二
て
、
文
被
届
」
可
給
候
、
御
返
事
候

ハ
玉
、
L
御
く
り
可

給
候
、
恐
く
謹
言

　
　
　
(寛
永
二
年
力
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正

　
　
　
　
七
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　

○
中
和
門
院
は
、
寛
永
二
年
六
月
六
日
・
七
月
二
日
と
病
に
陥
入
っ
て
い
る
が
、
後
者
の

　
　
場
合
、
内
侍
所
臨
時
神
楽
、
ま
た
三
宝
院
義
演
等
に
祈
躊
を
行
わ
せ
る
な
ど
重
か
っ
た
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叡山松禅院文書

よ
う

で
あ
る

(『
義
演
准
后
日
記
』
等
)
。

一
方
、
家
光
は
、
七
月
十
三
日
、
江
戸
城

を

立

ち
、

二
十

日
、

日
光
社
参
を
終
え
帰
城
し

て
い
る

(『
本
光
国
師
日
記

』
等
)
。

な

お
、
右
衛
門
督

・
い

つ
み
は
と
も

に
中
和
門
院
女
房
。

四
六
号
～
四
八
号
文
書

は

一
巻

に
成
巻

さ
れ

て
い
る
。

四
九
　
板
倉
重
宗
書
状

(
折
紙
)

三

三

・
五

×
四
七

・
○

御
状
令
拝
見
候
、
」
然
者
、
御
訴
訟
米
之
L
儀
、
未
相
済
候
由
、
心
得
し
存
候
、

将
又
爰
許

へ
L
御
下
之
儀
、

重
而
可
申
L
入
候
、

御
書
中
之
通
、

具
L

致
披
閲

候
、
猶
期
後
L
音
之
時
候
、
恐
ζ
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
板
倉
周
防
守

　
　
　
　
三
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
宗

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

五
〇
　
観
音
寺
舜
興
書
状

(折
紙
)

三

二

・
○

×
四

五

・
○

　
　
　
　
以
上

一
筆
令
啓
上
候
、

仍
　
上
様
」

御
祈
疇

米
百
石
、

拙
者
L

御
代
官
所
手
寄

二
候

問
、
L
相
渡
可
申
旨

二
候
、
其
御
心
L
得
可
有
候
、
則
御
年
寄
」
衆
御
證
之
写
、

小
堀
遠
江
殿

・
」
五
味
金
右
衛
門
殿
御
裏
書
、
我
等
」
方

へ
参
候

へ
共
、
貴
院

へ

遣
申
候
、
」
此
方

二
自
然
入
申
儀
候
者
、
」
可
申
入
候
間
、
御
返
し
可
有
候
、
し

恐
惶
謹
言

　
　
　
(寛
永
十
九
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬観
立臼寺
　
　
　
　㊧

　
　
　
　
卯
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舜

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院

　
○
芦
浦
観
音
寺
が
豊
臣
政
権
以
来
、
蔵
入
地
代
官
を
世
襲
し
た
こ
と
は
、

『草
津
市
史
』

　
　
第
五
章

「芦
浦
観
音
寺
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

五

一　

老
中
連
署
覚
案

一
四

・
五

×
四
〇

・
五

　
　
　

覚

　
　
　
　

　ママ　

一　

比
叡
山
勝
善
院
L
御
祈
疇
料
米
」
百
石
之
事
、
当
巳
之
」
年
ず
被
下
候
問
、

取
」
手
形
、
毎
年
相
渡
シ
L
可
有
勘
定
事

寛
永
拾
八
年

　

十

二
月
昔
九
目

　
　

(政
一)

小
堀
遠
江
守
殿

　
　
(豊

　
　
　
　

直
)

五
味
金
右
衛
門
殿

五
二
　
小
堀
政

一
・
五
味
豊
直
連
署
裏
書
案

酒　阿　阿　松
井　部 　部 　平

讃醤豊嚢対裏伊靄

岐 後 馬 豆

 

一
四

・
五

×
四
〇

・
五

右
之
通
、
御
祈
疇
米
之
L
儀
、
御
證
文
参
候
間
、
L
写
進
之
候
、
其
方
御
L
代
官

所
手
寄

二
候
聞
、
」
勝
善
院
手
形
を
取
L
相
渡
可
有
勘
定
候
、
L
已
上

　
　

寛
永
拾
九
年

　
　
　
　
正
月
廿

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
金
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

遠

江

守

　
　
　
観
音
寺

　
〇
五

一
・
五
二
号
文
書
は
一
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

五
三
　
観
音
寺
舜
興
書
状

(折
紙
)

二
九

・
五

×
四

一

・
○

　
　
　
　
以
上

態
以
飛
脚
、
可
申
入
處

二
、
」
正
光
院
∂
之
便

二
頼
入
候

一　

御
祈
疇
料
米
、
御
奉
書
L
写
、
遠
江
守

・
金
右
衛
門
殿
L
我
等
御
代
官
所
納

77



窓史

　
米
を
以
L
相
渡
候
様

二
と
御
裏
書

二
候
、
L
明
日
伏
見

二
而
相
調
申
候
間
、
L

　
写
進
入
申
候
、
本
書

ハ
重
而
L
之
儀

二
可
仕
候
、
御
奉
書

二
L
松
禅
院
文
字
替

　
候
間
、
L
御
両
殿
汐
者
、

本
字
被
」

遊
候
様

二
と
断
申
候
、

併
」

御
奉
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(申
坊
時
祐
)

　
通
、
可
然
由

二
候
、
」
五
金
右
衛
門
殿
被
入
御
念
候
、
L
申
長
兵
殿
御
肝
煎

ユ

　
　
　

(折
り
返
し
)

　
候
、
し
其
段
懸
御
目
可
申
入
候

一　

山
衆
、
日
光
御
下
之
事
L
申
来
候
哉
、
未
申
来
候
哉
、
L
承
度
候
事

一　

何
比
御
上
候
哉
、
我
等
も
米
L
取
逗
留
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
(寛
永
+
九
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺

　
　
　
　
三
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舜

(花
押
)

(上
書
)

　

「　
松
禅
院
様
人
≧
御
中
　

」

　
五
四
　
板
倉
重
宗
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
三

・
七
×
五
〇

・
五

　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(英
勝
)

御
状
令
拝
見
候
、
今
L
度
御
祈
疇
料
御
L
拝
領
之
儀
、
春
日
殿

・
」
栄
照
院
殿
迄

被
仰
」
入
候
由
、

尤
存
候
、

就
其
」
御
祈
薦
米
、

観
音
寺
」

御
代
宮
所

二
而
御

渡
L
可
有
之
由
、

則
五
味
金
右
」

へ
も
申
渡
候
間
、

可
有
L

御
請
取
候
、

猶
期

後
L
音
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
(寛
永
十
九
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
周
防
四守

　
　
　
　

二
月
十
日

　

　

　

　

　

　

　
　

重

宗

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　

○
栄
照

(英
勝
)
院
は
徳
川
家
康
側
妾
、
於
加
知
方
、
寛
永
十
九
年
八
月
卒
。

　
五
五
　
板
倉
重
宗
書
状

(折
紙
)
　
　

　
　
　
　

三
六

・
五

×
五
三

・
六

　
　
　
　
　
　
　
　

(家
綱
)

御
状
令
披
見
候
、
L

若
君
様
御
誕
生
L

被
成
、

天
下
万
民
目
し

出
度
儀
不
過
之

候
、
然
者
、
」
護
摩
御
守

・
巻
数
」
春
日
殿
迄
、
以
代
僧
」
御
上
候
事
尤
存
候
、

随
蒲
L
日
光

へ
無
御
下
候
哉
、
」
春
日
殿

へ
被
得
内
意
」
御
下
候
て
可
然
候
、
何

も
期
L
後
音
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
(寛
永
+
八
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
周
防
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗

(花
押
)

　
　
　
　
八
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

重

　
　
　
松
禅
院
御
報

　

○
若
君
は
後
の
家
綱
で
あ
ろ
う
。
寛
永
十
八
年
八
月
三
日
誕
生
。

　
五
六
　
板
倉
重
宗
書
状

(折
紙
)
　

三
五

・
○
×
五
二

・
五

　
　
　
　
以
上

御
状
拝
見
申
候
、

然
者
、
L
七
日
迄
之
御
祈
濤
L

相
済
次
第
、

八
日

ニ
ハ
江
戸

へ
」
可
有
御
下
之
由
、
尤

二
存
候
、
L
就
其
、
江
戸

へ
書
状
之
」
儀
、
則
相
調
進

之
候
、
猶
、
」
頓
而
御
上
待
入
存
候
、
恐
惶
L
謹
言

　
　
　
(寛
永
十
八
年
力
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
周
防
守

　
　
　
　
九
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
宗

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　
五
七
　
寺
社
奉
行
連
署
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　

三
六

・
○
×
五
二

・
五

貴
札
致
拝
見
候
、
先
以
L
此
表
相
替
儀
無
御
L
座
、
両
　
上
様
弥
L
御
機
嫌
能
被

為
成
L
御
座
候
条
、
御
心
安
可
被
」
思
召
候
、
然
者
、
松
禅
院
L
儀
、
昨
日
首
尾

能
、

御
」
暇
相
済
、

其
上
御
L
銀
被
致
頂
戴
、

仕
合
L

残
所
も
無
御
座
候
聞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

是
」
又
御
心
安
可
被
思
召
候
、
」
自
然
、
此
地
相
応
之
L
御
用
等
も
候

ハ
x
、
可

蒙
仰
候
、
」
委
細
者
、
松
禅
院
可
被
L
申
述
候
間
、
不
能
詳
候
、
」
恐
惶
謹
言

　
　
　
(寛
永
+
八
年
力
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
右
京
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

(花
押
)

　
　
　
　
十
月

二
日
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
出
雲
守
　
　
　
　酋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
　
隆

(花
押
)

(上
書
)

　

「　
板
倉
周
防
守
様
尊
報
　

」

　

○
安
藤
重
長
・
松
平
勝
隆
は
初
代
寺
社
奉
行
。
な
お
、
板
倉
重
宗
の
此
時
期
の
動
向
は
、

　
　
塚
本
明

「板
倉
重
宗
の
居
所
と
行
動
」　
(藤
井
譲
治
編
前
掲
書
所
収
)
を
参
照
。
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叡山松禅院文書

　

五
八
　
老
中
連
署
書
状

(
折
紙
)
　

　
　
　

　

三
五

・
五
×
五
四

・
○

御
状
令
披
見
候
、

比
叡
山
」
松
禅
院
事
、

御
祈
疇
被
L

仰
付
之
、

忝
存
付
而
、

為
L
御
礼
参
上
被
申
候
、
右
之
趣
L
達

　
上
聞
候
處
、
仕
合
能
L
被
致
　
御
目
上

候
、
委
曲
L
松
禅
院
可
被
述
之
候
、
恐

ζ
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
対
馬
守

　
　
　
　

十
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

重
　
次

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
豊
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
秋

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
　
綱

(花
押
)

　
　
　
板
倉
周
防
守
殿

　

五
九
　
小
堀
政

一
書
状

(
折
紙
)　

三
二

・
五
×
四
五

・
○

貴
札
拝
見
申
候
、

然
者
、
」

御
祈
薦
料
之
儀

二
、
L

御
老
中
汐
之
御
折
紙
L

之

写
、
観
音
寺
汐
御
L
請
取
之
由
御
尤
候
、
仍
」
芳
野
葛

一
箱
、
被
掛
」
御
意
、
忝

存
候
、
何
様
」
期
面
上
之
時
候
、
恐

く
」
謹
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堀
遠
江
守
　
　
⑳

　
　
　
　
卯
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　
六
〇
　
最
教
院
晃
海
銀
子
預
け
状
　

　
　
　
　
　

一
七

・
○
×
三
二
・
六

南
光
坊
領
高
百
石
、
成
菩
提
院
領
高
百
六
拾
石
、
法
勝
寺
」
灌
頂
料
拜
補
任
料
、

寛
永
十
五
年
寅

ノ
歳
収
納
汐
L

辰
之
歳
収
納
迄

二
而
、

己
之
年
中
迄
之
払

御
勘

　
　
　
　
　
　
　
(黒
印
)

定
L
相
済
、
残
銀
合
拾
貫
四
百
三
拾
九
匁
六
分
、
大
僧
正
様
∂
L
貴
院
江
被
為
預

置
者
也
、
仍
如
件

　
　
寛
永
十
八
年

巳
極
月
　
日
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

最
教
院

(黒
印
)

　
　
　
松
禅
院

　

六

一　

双
厳
院
豪
俔
銀
子
預
け
状
　
　
　
　
　
　
一
七

・
五
×
三
二

・
四

毘
沙
門
堂
御
門
跡
久
我
村
御
知
行
、
寛
永
十
五
年
L
寅

ノ
才
ず
辰

ノ
才
取
納
迄
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(公

庄
や
勘
兵
衛
手
形
」
を
以
、
御
払
勘
定
相
済
、
残
銀
合
L
百
六
十
四
匁
六
分
、
御

厳
)
門
跡
ず
貴
院

へ
被
為
預
置
」
者
也
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
厳
院
　
　
　

⑱

　
　
寛
永
十
九
年

午
十
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院

　

○
最
教
院
晃
海

・
双
厳
院
豪
俔
は
、
と
も
に
南
光
坊
天
海
の
側
近
で
あ
る
。

　
　
四
九
号
～
六
一
号
文
書
ま
で
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

　
六
二
　
権
大
納
言
局
消
息

(折
紙
)
　

三
四

・
九

×
五
五

・
五

　
　
　
　
返
く
、

御
き
け
ん
よ
き
」

折
ふ
し
、

よ
き
や
う
に
L

こ
と
の
く

ハ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
く
L

つ
か
は
さ
れ
候
や
う
に
、
た
の
ミ
」
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く

一
筆

申

ま

い
ら

せ
候

、

」

ま

つ
く

L

日
光

こ

ん
け

ん
さ

ま
L

け

つ
か

う

に

た

ち
」

ま

い
ら

せ
候

て
L

御

せ

ん

く

う

す

る

く

と

」

み

て

ま

い

ら

せ
候

て
、

L

国

母

さ

ま

御

ま

ん
そ

く

に

」

お

ほ

し

め

し
候

、

さ

や
う

に
候

ヘ

ハ
、

L

ひ
え

の
山

L

せ
う
せ
ん
院
に
て
」
と
り
を
こ
な
い
」
ま
い
ら
篌

」
癬

碾

譴

の
事

L
硲

馳

さ
裔

み
走

た
ち
L
ま
い
ら
篌

や
う
に
・
L
御
き
も
入
候
講

遷

国

母

さ

ま

き

こ
し

め

し
」

御

ま

ん
L

そ
く

に

お

ほ

し

め
し

候

、

」

ひ
え

の
山

の
御
事

と

申
、

L

く

は

う

さ

ま
御

き

た

う

の
L

御

事

に

て
L

御

入

候

ま

N
、

い
よ

く

」

御
せ
い
二
入
候
て
L

御
き
も
入
候

へ
く
候
、
L

そ

な
た
に
L

よ
く
此
御
き
た
う

の
L
ゆ
ら
い
は
」
御
そ
ん
し
候

ハ
ん
ま
鼠
L
く
わ
し
く
L
申
さ
す
候
、
か
し
く

(上
書
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
、り

　

南
光
は
う

　

「
　
　
大
そ
う
正
ま
い
る
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
」
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窓史

○
日
光
東
照
宮
の
完
成
は
寛
永
十
四
年
。

六
一二
　
権
大
納
量
口局
消
息

(折
紙
)

三

四

・
○

×
五

二

・
四

　
　
　
　

い
よ
い
よ
か
す
か
殿

・
大
さ
う
正
L

御
き
も
入
候

や
う

に
、
L

御
申

　
　
　
　
入
し
候

へ
く
候
、
や
か
て
す

る
く

と
L
す
み
ま
い
ら
せ
候
て
、
御
上

　

　

　
　

　

　

(行
間
)

　

　

　
　

り

の
L

御
事

と

い
わ

ゐ

入

ま

い
ら

せ
候

、

」

か

し
く

文
こ
ま
く

と
給
候
、
く
わ
し
く
L
み
ま
い
ら
せ
候
、
ま
つ
く

L
国
母
様
、
宮

く
さ
ま
か
た
L
御
き
け
ん
よ
く
L
御
入
候
ま
玉
、
御
心
や
す
く
L
候

へ
く
候

一　

日
光
こ
ん
け
ん
さ
ま
」
け
つ
か
う
に
L
た
ち
ま
い
ら
せ
候
よ
し
、
数
く
L
め

　
て
た
く
思
い
ま
い
ら
せ
候

一　

ふ
た
ん
こ
ま
れ
う
の
御
事
、
」
大
そ
う
正
い
か
や
う
に
も
L
御
き
も
入
候

ハ

　
ん
と

の
御
事
、
し
そ
の
外
ミ
な
く

も
し
御
き
も
入
候
L

ハ
ん
と
の
御
事
、
め

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

(折
り
返
し
)

　

て

た

く
L

思

い

ま

い
ら

せ
候

、

そ

れ

に

つ
き

」

国

母

さ

ま

よ

り
、

わ

か

ミ
L

ほ

　

う

し

よ
、

か
す

か
殿

、

」

大

そ

う

正

へ
ま

い
ら

せ

候

へ
と

の
」

御

事

に

て
L

ふ

　

　

　
　

　

　

　

　

(案

紙
)

　

た

り

の
か

た

へ
の
あ

ん
し

L

給

候

、

す

な

わ

ち

あ

ん

し

の
L

こ
と

く
、

ほ

う

し

　

よ
」

と

玉

の

へ
ま

い
ら

せ
候

ま

玉
、

」

御

と

玉
け
候

へ
く
候

、

」

此

ま

へ
、

そ

　

　

(
そ
カ
)

　

も

し

し

せ

う

の
L

と

き

も

、

わ

か

ミ
色

く
」

き

も

入
、

大

か

た
す

ミ
候

つ
れ

と

　

も
、

L
そ

の

玉

ち
何

と

も

御

さ

た

L
御

入
候

ハ
す

候

、

」
こ

ん
と

ハ
、
す

る

く

　
と
す
み
」
候
や
う
に
と
い
わ
ゐ
入
」
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く

　
　
　
　

七
月

一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言

　
　
　
ひ
へ
の
山

　
　
　
　

せ
う
せ
ん
院
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
給
へ

六
四
　
権
大
納
言
局
消
息

(折
紙
)

三

四

・
四

×
五

二

・
五

　
　
　
　
覚
し
め
す
ま
N
の
」

御
は
ん
し
や
う
の
御
事
と
L

よ
く
く

御
き

た

　

　

　

　
　

(行
間
)

　

　

　

　

う

し

か
ん

用

に

て
候

へ
く

候

、
L

御

ま

へ
さ

ま

よ

り
L

文

の
と

を

り
、
」

　

　

　

　

よ
く

申

し

あ

け

ま

い
ら

せ
候

ま

玉
、

」

御

心

や
す

く

候

へ
く

候
、

L

猶

　

　

　

　

ζ
、

御

き

た

う

り

や

う

の
事

、

L

す

ミ

ま

い

ら

せ
候

、

か
す

く

、

L

　

　

　

　

め

て

た
く

思

い
ま

い
ら

せ
候

、

L

と

し
月

、

こ
れ

の
L

き

つ
か

い
申

つ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

(折
り
返
し
行
間
)

　

　

　

　

る

に
、
」

相

す

ミ
ま

い
ら

せ
候

て
、

L

我

身

ま

て

め

て

た
く

、

う

れ

し

　

　

　

　

く

L

思

い
ま

い
ら

せ
候
、

L

め

て

た

く

か

し
く

き

の
ふ

ハ
、

文

給

候

、

L

ま

こ
と

に

一
日

ハ
、

L

御

ま

い
り
候

て
、

め

て

た
く

L

思

い
ま

い

ら

せ
候

、

す

は
う

殿

へ
も

L

御

出
候

ヘ

ハ
、

い
よ

く

L

御

き

た
う

り

や

う

の
事

、

し

相

す

ミ
、

御

と

し

ょ

り
衆

L

御

お

り

か

ミ

の
ほ

り

ま

い

ら

せ
候

」

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

(折
り
返
し
)

と

を

り
、

ね

ん
比

に
、

」

御

申

き

か

せ
候

に

て
、

L

か

た

し

け

な
く

L

御

入
候

つ

る

よ

し
L

も

つ
と

も
と

思

い
L

ま

い
ら

せ
候
、

L

ま

こ
と

に

く

久

く

の
L

御

そ

せ

う

に

て
候

に
、

」

相

と

二

の

い

ま

い
ら

せ
候

て
、

L

数

く
め

て

た

さ
、

申

つ
く

し
L
か
た
く
候

へ
く
候
、
な
を
く

L
江
戸
様
、
此
御
所
さ
ま
」
に
も
御
き
け
ん

　
　
　
　
　
　
(災
)

よ
く
L
御
そ
く
才
の
よ
し
　
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汐

　
　
　
(寛
永
十
九
年
)

　
　
　
　
正
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
大
納
言

　
　
　
ひ
へ
の
山

　
　
　
　
松
せ
ん
院
ま
い
る

六
五
　
権
大
納
言
局
消
息
写

○
本
文
書
は
六
三
号
文
書
の
写
し
な
の
で
省
略
す
る
。

SO



叡山松禅院文書

　
六
六
　
英
勝
院
消
息

(
折
紙
)
　

　
　

　
　
　

三
三

・
五
×
四
八

・
五

　
　
　
　
御
申
候
ゆ

へ
、
御
下
り
な
ら
れ
候
L

ハ
ぬ
よ
し
、
御
も

つ
と
も
に
」
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
ん
し
候
、

こ
の
う

へ
な
か
ら
L

い
よ
く

す
わ
う
殿
御
さ
し

つ
」
し
た

　
　
　
　
い
に
被
成
候

へ
く
候
、
L
返

ζ
、
御
ふ
ミ
の
う
ち
L
か
た
し
け
な
く
そ

　
　
　
　
ん
し
候
、
漏

御
そ
せ
う
の
事
、

す
ミ
L

ま
い
ら
せ
候
て
、

お
な
し
事

　
　
　
　
に
L
よ
ろ
こ
ひ
入
ま
い
ら
せ
候
、
L

一
日
も
御
ひ
き
や
く
に
御
返
事
L

　
　
　
　
し
ん
し
候
、
そ
の
お
り
ふ
し
」
す
わ
う
殿

へ
の
御
礼
ふ
ミ
」
し
ん
し
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り

　
　
　
　
つ
る
ま
玉
と
乂
き
L
申
候

ハ
ん
と
そ
ん
し
候
、
」
わ
か
身
い
ま
た
」
き

　
　
　
　
返
し
行
間
)

　
　
　
　
し
よ
く
、
し
か
と
も
L
御
さ
な
く
候
て
、
い
ま
た
」
や
と
に
さ
ふ
ら
い

　

　

　

　
申

候
、

」

へ
ん
く

と

い
た

し
候

、

L

め

て

た
く

申

候

事

候

ハ
X
、

又

　
　
　
　
申
候
、
L
あ
な
か
し
く

か
さ
ね
て
御
ひ
」

き
や
く
、

こ
ま
く

と
」

御
ふ
ミ
か
た
し
け
な
く
L

そ
ん
し

候
、

一
日
も
」
さ
う
く

ひ
き
や
く
」
被

下
、
か
た
し
け
な
く
」
そ
ん
し
ま
い
ら

せ
候
、
ま
つ
く

L
両
御
所
様
御
き
け
ん
L
よ
く
御
さ
被
成
候
ま
玉
」
御
心
安
お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(折
り
返
し
)

ほ

し

め

し
L

候

へ
く

候
、

さ

て

ハ
、

L

御

き

た
う

れ

う

の
事

し

す

ミ

ま

い
ら

せ
候

て
L
か
た
し
け
な
く
お
ほ
し
」

め
し
候
よ
し
、
」
誠
に
く

め
て
た
さ
」
御
心
中

に

お
と

ら
す

、

L

わ

か
身

も

よ

ろ

こ

ひ
L

ま

い

ら

せ
候

、

L

両

御

所

様

へ
御

礼

二
」

御

下

り
被

成

候

ハ
ん
と
、

L

す

わ

う

殿

へ
御

申

候

ヘ

ハ
、

」

ま

つ
く

か
す

か
殿
L
御
し
ゆ
り
ん
へ
文
に
て
」
御
礼
御
申
上
候

へ
と

の
」
事
に
て
L
か
し
く

　
　
　
　
二
月
廿
四
日
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
汐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
い
せ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ
ん

　
　
　
ひ
え
の
山

　
　
　
　
　
松
せ
ん
ゐ
ん
さ
ま
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
給
へ

　
六
七
　
老
女
山
崎

・
つ
ほ
ね
某
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

・
五
×
五
〇

・
○

　
　
　
　
返
く
、
御
し
う
き
L
上
さ
せ
ら
れ
候
、
L
め
て
た
く
、
幾
久
し
く
と
」

　
　
　
　
い
わ
ゐ
入
ま
い
ら
せ
候
、
」
か
し
く

御
ふ
み
の
や
う
、
今
度
」
御
代
か
は
り
の
御
悦

二
L
御
下
り
の
よ
し
候
、
め
て
た

く
候
、
し
公
方
様

へ
も
御
し
ゆ
ひ
よ
く
L
御
め
み

へ
の
よ
し
、
L
め
て
度
そ
ん
し

ま
い
ら
せ
候
、
」
御
台
さ
ま

へ
も
御
も
く
ろ
く
L

の
通
、
上
さ
せ
ら
れ
L
幾
久
し

く
、

万
く
年
」

も
と
い
わ
ゐ
入
、

ひ
ろ
う
L
申
し
て
候

ヘ
ハ
、

御
き
け
ん
の
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返
し
)

御
事
に
て
、
よ
く
心

へ
候
て
」
そ
れ
さ
ま
御
事
」
く
は
し
く
」
申
ま
い
ら
せ
候
、

　
　
　
　
　

(梅
)

殊
更
に
L
御
む
め
の
御
方
御
取
も
ち
L

御
せ
わ
と
も
の
御
事
に
て
L

御

座
候

つ

る
、
い
よ
く

L
御
機
嫌
よ
く
、
御
長
久
の
L
御
事
に
て
、
幾
千
代
L
万
世
ま
て

も
と
L
い
わ
ゐ
入
L
ま
い
ら
せ
候
、

一
し
う
き
の
L
御
し
る
し
ま
て
に
L
こ
な
た

よ
り
も
、
此
L
も
く
ろ
く
の
通
、
L

つ
か
わ
さ
れ
候
、
L
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎

　
　
　
せ
う
仙
院
さ
ま
御
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ほ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(異
筆
)
「尊
俊
代
」

　
○
尊
俊
は
万
治
二
年
、
院
主
、
元
禄
九
年
、
退
室
し
て
い
る
。
将
軍
代
替
り
と
は
、
延
宝

　
　
八
年
の
綱
吉
の
将
軍
就
任
を
指
し
て
い
る
。

六
八

老
女
山
崎

・
つ
ほ
ね
某
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

・
五
×
四
九

・
八

世
も
や
う
く

ひ
や
エ
か
に
」
御
さ
候

へ
と
も
、
L
御
そ
く
才
の
御
事

S1



窓史

　
　
　
　
と
L
め
て
た
く
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
」
わ
た
く
し
共
、
L
お
て
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(行
閭
)

　
　
　
　
御
か
た
へ
も
、
御
か
き
つ
け

の
L
通
、
か
た
し
け
な
く
候
、
L
い
わ
ゐ

　
　
　
　

入
ま
い
ら
せ
候
、
此
L
も
く

ろ
く
の
通
、
三
人
よ
り
L
め
て
た
さ
ま
て

　
　
　
　

二
し
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
L

お
て
る
の
御
か
た
も
、
よ
く
く

し
心

へ

　
　
　
　
候
て
御
入
候
や
う
に
と
の
L
御
事
に
て
御
さ
候
、
め
て
」
か
し
く

ひ
と
ゐ
は
御
も
く
録
の
L
こ
と
く
、　
御
台
様

へ
」
上
さ
せ
ら
れ
、
め
て
度
」
そ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(昌

し
ま
い
ら
せ
候
、
L
御
む
め
の
御
方
殊
之
外
の
」
御
取
も
ち
に
て
、
桑
原
善
ひ
や

盛
)
う

へ
L
方

へ
も
、
御
申
出
し
候
て
、
L

御
取
つ
き
い
た
し
ま
い
ら
せ
候
L
や
う
に

と
仰
付
候
て
L
何
も
く

御
し
ゆ
ひ
よ
く
L
御
ひ
ろ
う
成
申
候
御
事
に
て
L
御
座

　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

候
、
ひ
ろ
庭
よ
り
も
L
申
せ
と
の
御
事

に
候
L
上
か
た
へ
御
参
の
時
分
」
御
用
も

御
さ
候

ハ
ニ
と
の
事
」
よ
う
つ
仰
下
さ
れ
候

へ
く
候
、
し
御
用
御
さ
候

ハ
x
、
L

た
の
ミ
入
L
ま
い
ら
せ
候
ま
N
、
さ
や
う

}こ

御
心

へ
下
さ
れ
候

へ
く
候
、
L
か

し
く
(上
書
)

　

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ほ
ね
」

　
　
　

松
せ
ん
院
さ
ま
人
≧
申
給
へ
　
　

　
　

　
　

　

(異
筆
)
「尊
俊
代
」

　

○
桑
原
昌
盛
は
、
御
広
敷
番
を
経
て
、
元
禄
七
年
十
一
月
、
御
広
敷
用
人
に
進
み
、
同
八

　
　

年
十
月
没

(『寛
政
重
修
諸
家
譜
』)
。

　
六
九
　
老
中
連
署
消
息

(
折
紙
)
　
　

　
　
　
　
三
二
・
○

×
四
九

・
九

　
　
　
　

め
て
た
く
L
あ
な
か
し
く

御
ふ
ミ
拝
見
い
た
し
候
、
」
公
方
様
、
若
君
様
し
御
き
け
ん
よ
く
御
さ
」
な
さ
れ

候
御
事
、
め
て
L
た
く
覚
し
召
候
よ
し
、
L
其
む
ね
を
そ
ん
し
候
、
し
い
よ
く

御
そ
く
さ
い
に
L
お
は
し
ま
し
候
ま
玉
、
」
御
心
や
す
く
お
ほ
し
L
め
さ
れ
候
や

う
に
御
申
L
上
候

へ
く
候
、
さ
て
は
」
ひ
ゑ
の
山
せ
う
せ
ん
院
L
事
、
御
き
た
う

　
　

(折
り
返
し
)

　
仰
L

付
ら
れ
、

か
た
し
け
な
く
L

そ
ん
し
候

二
付
て
L

御
礼

二
参
上
申
さ
れ

候
、
L
右
の
と
を
り
申
上
候
L
と
こ
ろ
に
、
仕
合
よ
く
L
御
礼
あ
ひ
す
ミ
ま
い
ら

せ
候
、
L
な
を
、
せ
う
せ
ん
院
L
申
ま
い
ら
せ
候

へ
く
候
、
L
か
し
く

　
　
　
(寛
永
+
八
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
平

　
　
　
　
十
月
五
臼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

つ

の
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ん
こ
の
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
し
ま
の
守

　
　

こ
ん
大
納
言
様
御
返
事
申
し
給
へ

　
七
〇

春
日
局
消
息

(折
紙
)
　

　

　

　

　

　
三
五

・
○
×
五

一
・
○

　
　
　
　
な
を
め
て
た
さ
申
」
候

へ
く
候
、
か
し
く

国
母
様
よ
り
、
L
将
く
ん
様
御
き
た
う
L
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
候
」
御
ふ
た
、
く
わ

ん
し
ゆ
L

ま
い
ら
せ
ら
れ
候
と
て
、
L

御
わ
た
く
し
汐
も
L

大
は
ん
に
や
御
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返

り
L
御
き
た
う

へ
つ
L
し
て
御
さ
た
候
L
と
て
、
御
ふ
た
、
く
わ
ん
し
ゆ
L
あ
け

し
)
ま

い
ら

せ
ら

れ
候

、

」

め

て
た

く

お

も

ひ
L

ま

い
ら

せ
候

、

よ

く
L

ひ

ろ

う
申

ま
L
い
ら
せ
候

へ
く
候
、
L
将
く
ん
様
い
よ
く

」
う
ち
つ
瓦
き
御
き
け
ん
」
よ

く
御
さ
な
さ
れ
候
」
ま
蕊
、
御
心
や
す
く
L
お
ほ
し
め
し
L
候

へ
く
候
、
か
し
く

　
　
　
　
十

一
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
が

　
　
　
松
せ
ん
院
さ
ま
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ

82



叡山松禅院文書

　
七

一　

板
倉
重
宗
消
息

(折
紙
)
　

　

　

　
　

三
〇

・
三
×
四
二

・
一

　
　
　
　
返
く
、
明
日
御
め
に
」
か
玉
り
、
申
候

へ
く
候
、
L
以
上

御
文
は
い
け
ん
申
候
、
L

公
方
さ
ま
、

若
君
さ
ま
L

御
き
け
ん
よ
く
御
さ
L

被

成
、
め
て
た
く
そ
ん
し
候
、
L
ひ
え
の
山

せ
う
せ
ん
院
」
事
、
此
い
せ
ん
」
国
母

様
御
か
き

つ
け
」
に
て
あ
い
す
ミ
、
い
つ
L
も
の
こ
と
く
、
こ
め
に
て
L
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返

と
、
京
に
て
申
L
わ
た
し
申
候
、
御
た
い
く
わ
ん
L
衆

へ
、
御
年
寄
衆
の
」
お
り

し

)
か
、・・
ま
い
り
候

ハ
す
候
を
、
L
せ
う
せ
ん
院
又
御
そ
せ
う

・一L
申
さ
れ
候
、

い
か

さ
ま
御
」
め
に
か
二
り
申
候

へ
く
候
、
L

め
て
た
く
か
し
く

　
　
　
　
九
月
廿
四
日

(上
書
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
く
ら

　

「権
大
納
言
さ
ま
御
返
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
は
う
守
　
」

　
七
二
　
権
大
納
言
局
消
息

(折
紙
)
　

三
〇

・
三
×
四
六

・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(如
　
　在
)

　
　
　
　
な
を
く

、
を
り
か
ミ
の
L
事
、
わ
か
ミ
も
し
よ
さ
い
L
御
入
候

ハ
す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(行
間
)

　

　

　

　

候

、

す

は
う

殿

へ
も

」

よ
く

申

候

て
、

か

ん

の
L

御

き

た

う

ま

へ
に
、
L

　

　

　

　

御

の

ほ

せ
候

や
う

に
L

申

候

へ
く

候
、

か

し

く

御

ふ

、・・
う

れ

し
く

」

思

い

ま

い
ら

せ
候

、

し

両

御

所

さ

ま

一
た

ん

と
」

御

き

け

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(逗

よ

く
候

ま

x
、

」

御

心

や
す

く

候

へ
く

候

、

」

お

り

か

ミ

の
事

、

L

わ

か

ミ
と

う

留
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

り

う

の
内

」

に
、

す

い

ふ

ん
L

き

も

入

候

へ
く

候

、

L

す

こ
し

も

し

よ

さ

い
L

御

入
候

ハ
す

候

、

わ

か

、・・
L

御

い
と

ま
も

、

や

か

て
L

下

さ

れ

候

ハ
ん

と

の
L

御

事

に
て
御
入
候
、
L
道

へ
も
ち
申
御
ふ
た
」
ま
ほ
り
給
候

ハ
ん
よ
し
L
か
す
く

う

れ
し
く
思
い
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
ひ
へ
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

　
　
　
せ
う
せ
ん
院
ま
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
納
言

　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ

　
七
三
　
仏
乗
坊
秀
珍

・
双
厳
院
豪
俔
連
署
書
状

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

・
O
x
五
三

・
○

　
　
　
　
尚
く
、
承
申
候
者
、
L
上
様
御
上
洛
之
由
候
之
間
、
L
大
僧
正

ニ
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　

(行
閥
)

　
　
　
　
先
く
可
有
L

御
上
候
由
候
問
、
L

以
面
上
、

万
く
L

御
内
存
承

へ
く

　
　
　
　
候
、
L
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(実
俊
)

於
江
戸
、
大
僧
正
御
L
屋
敷
御
拝
領
付
、
L
為
御
祝
儀
、
龍
禅
院
L
態
被
下
、
殊

綿
子
L　

一
重
、

銀
子
三
枚
被
進
候
、
L

被
入
御
念
候
段
、
L

別
而
御
満
足
被
成

候
、
L
殊
我
く

へ
も
数
奇
L
踏
皮
十
足
宛
被
L
懸
御
意
候
、
忝
奉
」
存
候
、
併
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

隔
心
候
歟
、
L
将
亦
、
西
塔
福
生
院
L
遠
行
付
、
跡
職
貴
院

へ
」
造
立
之
由
候
、

於
大
僧
正
L
少
茂
無
御
別
条
候
、
L
併
造
立
と
候

へ
者
、
御
」
法
度
之
事
候
間
、

猶
、
及
L
大
破
之
由
候
間
、
建
立
L
者
を
見
付
、
貴
院
汐
L
相
続
候
様

二
、
西
院

へ
」
御
相
談
可
然
候
由
、
L
被
仰
候
、
委
者
、
龍
禅
院
3
L
可
被
申
候
、
龍
禅
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(使
)

者
、
L
迷
惑
か
り

二
而
候

へ
共
、
迚
」
正
月
御
礼

二
吏
僧
御
下
」
被
成
候

ハ
て

ハ

と
存
、
指
図
申
候
、
」
進
物
御
調
、
正
月
廿
日
比

二
、
」
可
有
御
下
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

双
厳
院

　
　
　
　
極
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
　
俔

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
乗
坊
　
　
　
　
　⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
　

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
様
尊
報

　

○
仏
乗
坊
は
東
塔
西
谷
に
属
し
、
後
、
護
心
院
と
改
称
。
秀
珍
は
寛
永
十

一
年
二
月
寂
。

　
　
な
お
、
『横
川
世
譜
』
に
よ
れ
ば
、
乗
俊
は
寛
永
八
年
、
「
監
西
塔
福
生
院
」
と
あ
る
。

　
七
四
　
仏
乗
坊
秀
珍

・
双
厳
院
豪
俔
連
署
書
状

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

・
○

×
五
三

・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
尚
く
、
今
度
」
将
軍
様
日
光
山
」
被
為
成
、
御
機
嫌
能
」
還
御
、
大
僧
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窓史

　
　
　
　
正
之
L
満
足
、
可
被
成
御
察
し
候
、

尊
翰
即
大
僧
正
L
入
御
披
覧
候
、
然
者
、
L
恵
心
院
跡
職
之
事
L
其
元
汐
之
御
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(亮
算
力
)

二
、
L
恵
心
院
造
立
之
事
、
L
相
住
坊
被
申
渡
候
と
L
被
仰
越
付
、
相
住
坊
L
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(嵩
　
　押
)

出
、
院
内
申
渡
候
事
、
L
か
さ
お
し

二
思

召
候

ハ
ん
と
L
御
腹
立
候
而
、
此
度
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

落
着
候
御
報
」
参
申
被
越
候
、
於
大
僧
正
者
、
L
少
茂
無
御
別
条
候
L

へ
共
、
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(良
珍
)

之
御
遠
慮
候
L

条
、

於
無
御
別
儀
者
、
L

重
而
造
立
と
申
、
」

恵
光
坊

へ
被
仰

付
L
候
様

二
と
被
仰
越
」
候
之
条
、
可
為

御
同
心
候
、
L
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

双
厳
院

　
　
　
　
七
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
　
俔

(花
押
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
乗
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
　

(花
押
)

　
　
　
横
川

　
　
　
　
別
当
代

　
七
五
　
西
塔
執
行
代
書
状
案

(
折
紙
)
　
　
　
　

三
四

・
○

×
五

一
・
五

　
　
　
　
　
　
　
跡
書

　
　
　
　
尚
以
、
福
生
院
坊
跡
し
き
之
儀
、
L
松
禅
院
相
続
之
儀
、
し
無
御
別
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
之
旨
、

早
速
」

被
仰
出
、　

一
院
大
慶
奉
存
候
、
L

東
執
行
代
白
毫
院

　
　
　
　
又
」
申
談
御
事
候
、
以
上

陽
春
之
御
慶
嘉
千
亀
」
万
鶴
、
可
被
任
尊
慮
候
、
L
尊
老
様
弥
御
勇
健
之
L
御
事

承
届
、
各
大
慶
L
奉
存
候
、
当
山
猶
更
無
」
事
之
儀
候
、
御
心
安
可
」
思
召
候
、

将
又
、
旧
冬
、
従
」
龍
禅
院
方
、
飛
脚
差
上
」
被
申
刻
、
御
書
具
奉
L
拝
見
候
、

北
尾
福
生
院
跡
」
職
之
儀
建
立
者

二
名
付
、
」
松
禅
院
相
続
可
然
之
旨
、
し
被
仰

越
候
条
、

一
院
弥
相
違
」
無
御
座
候
、
坊
舎
破
壊
再
」
興
之
儀

二
、
可
然
様
、
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

禅
院
L
可
申
談
候
、

一
段
丈
夫
問
、
し
建
立
者
と
各
申
御
事
候
、
L
猶
近
日
御
上

洛
之
由
承
候
L
間
、
目
出
奉
待
候
、
可
得
」
尊
意
候
、
恐
懍
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
初
春
八
目
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
執
行
代

　
進
上
　
大
僧
正
様
尊
報

　
七
六
　
金
台
坊
尊
運
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三

・
三
×
五
三

.
○

今
朝
者
、
早
く
御
出
忝
候
、
随
而
福
生
院
坊
領
之
帳
」
拜
納
舛
、
只
今
北
尾
3
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(姓
)

満

一こ

持
せ
被
進
候
、
目
出
度
御
請
取
L
候
て
、
片
時
も
は
や
く
百
性
前
L
所
務

被
仰
付
候
て
尤

二
候
、
」
今
日
御
出
京
之
事
候
間
、
貴
様
L
公
人
之
内

一
人
被
仰

付
、
先
く
当
L
年
斗

ハ
、
此
久
満
案
内
者

二
、
L
御
そ

へ
候
て
御
納
め
さ
せ
可
然

候
哉
、
L
恐

く
謹
言

　
　
　
　
極
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
運

(花
押
)

(上
書
)

　

「
　

(墨
引
跡
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
台
房

　
　
松
禅
院
様
人
≧
御
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
運
」

　
〇
六
二
号
～
七
六
号
文
書
ま
で
一
巻
に
成
巻
さ
れ
、
次
の
題
箋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　

「権
大
納
言
消
息
　
四
通

　
　
　
春
日
局
消
息
　
　
壱
通

　
　
　
局
方
消
息
　
　
　
弐
通
」

　
七
七
　
南
光
坊
天
海
消
息
案
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

・
O
x
四
七

・
五

(端
裏
書
)

「英
勝
院
様
　
大
僧
正
」

一
筆
申
ま
い
ら
せ
候
、
上
様
い
よ
く

御
き
け
ん
よ
く
め
て
た
く
御
さ
候
、
L
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(総
覓

・織
田
信
長
)

や
う

に

候

ヘ

ハ
、

此

ひ

え

の
山

の

せ
う

せ

ん

院

と

申

ハ
、

L

そ

う

け

ん
院

さ

ま

[

目

目
凵

よ

り
、

将

[

口

」

き

ね

ん
と

し

て
、

ふ

た

ん

こ
ま

お

ほ

せ

つ
け

ら

れ
、

い

ま
」

に
け

た

い
な

く
、

と

り

お

こ
な

い
申

候

、

御

ふ

た

ハ
、

ま

い
L

ね

ん

上
候

へ
と

も

、

此

御

き

た

う

の
ゆ

ら

い
、

つ
ゐ

に
L

将

軍
様

御

み

瓦

に

た

ち
申

さ

す

候

よ

し

に
候

ま

蕊
、

L

そ

れ

さ

ま

を

た

の

ミ
、

御

み

二
に

た

て
申

た
き

よ
し

申

候

、

L

よ

の
御

き

た
う

所

と

ハ
か

わ

り
、

ゆ

へ
あ

る
御

事

と

L

申

、

又

ハ
久

く
く
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叡山松禅院文書

ん
こ
う
の
御
事
に
候
ま
二
、
御
き
」
け
ん
よ
き
折
ふ
し
、
御
ひ
ろ
う
あ
そ

ハ
し

つ

か

ハ
さ
れ
L
候

へ
く
候
、
か
す
か
殿

へ
も
、
御
ふ
ミ
に
て
申
候

ハ
ん
つ
れ
共
、
L

せ
う
せ
ん
院
事
を

ハ
、
よ
く
御
そ
ん
し
の
事
に
候
ま
玉
、
L
そ
れ
に
も
お
よ
び
申

さ
す
候
、
そ
れ
さ
ま
御
こ
瓦
ろ

へ
候
て
、

よ
き
や
う
に
御
だ
ん
か
う
あ
そ

ハ
し
、

御
と
り
な
し
候
て
、
L

つ
か
ハ
さ
れ
候

へ
く
候
、
な
を
せ
う
せ
ん
院
か
た
よ
り
L

申
上
候

へ
く
候

　
　
　
　

六
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正

　
　
返
ζ
、
上
様
御
き
た
う
の
御
事
に
て
候
ま
x
、
L
ち
と
御
せ
い
に
入
ら
れ
、

　
　

つ
か
わ
さ
れ
候

へ
く
候

　
　
　
晶央
勝
院
様
ま
い
る
人
≧
申
給
へ

　

七

八
　

南

光

坊

天

海

消

息

案

　

　

　

　

　

　

　

　
三

二

・
三

×
四

二

・
四

　

(端
裏
書
)

　

「
春

日

殿
」

ひ
え

の
山

せ

う

せ

ん
院

と

り

お

こ

な

ひ
申

候

、　

将

軍

様

L

御

き

た

う

の
ふ

た

ん

こ
ま

の
御
事

、

い

ま

に
け

た

い

な
く

、

L

ま

い
日

御

き

た
う

申

上
候

、

す

な

ハ
ち

御

ふ

た
、

く

わ

ん

し

ゆ
L

そ

れ

さ

ま

御

ひ

ろ
う
候

て
、

御

は

つ
ほ

な
と

、

御

わ

た

く

し
と

L

し

て
、

つ
か

ハ
さ

れ

候

よ

し
、

き

と

く

な

る
御

事

候

、

L

そ

う

け

ん
院

様

御

そ

ん
し

や
う

の
折

ふ
し

よ

り
、

久

く

の
L

く

ん

こ
う

に

て
候

ま

玉
、

御

つ
ゐ

て

の
折

ふ
し

」
　

将

軍

様

御

み

乂
に

御

た

て
候

て

つ
か

ハ
さ

れ

候

へ
く

候
、

」

そ

れ

さ

ま

ハ
、

ま

へ
か
た

よ

り
、

せ

う

せ

ん
院

を
御

そ

ん
」

し

の
御

事

候

ま

二
、

御

ひ

ろ
う

も

あ

そ

ハ
し

に

く

き
L

御

事

も
候

ハ
ん

か
と

そ

ん
し

候

て
、

ゑ

い
せ

う

院

さ

ま

へ
L

御

ひ

ろ
う

あ

そ

ハ
し
候

へ
と

申

ま

い

ら

せ
候

、

御

さ

た
L

の
折

ふ
し
、

御

そ

ん
し

の
と

を

り
、

御

と

り

な

し
」

候

て

つ
か

ハ
さ

れ

候

へ
く
候

　
七
九
　
英
勝
院
消
息

(
折
紙
)
　
　
　
　
　
　
　
三
二

二
一一×
四
七

・
五

　
　
　
　
返
く
、
か
い
ふ
ん
L
し
よ
さ
い
」
申
さ
す
候
、
御
心
や
す
く
」
お
ほ
し

　
　
　
　
め
し
候

へ
く
候
、
L
め
て
か
し
く

文
仰
の
こ
と
く
、
L
こ
二
も
と
お
ひ
た
玉
し
き
L
火
事
い
て
き
申
候

へ
と
も
、
L

御
し
ろ
ま
わ
り
何
事
L
御
さ
な
く
候
ま
玉
、
御
心
や
L
す
く
お
ほ
し
め
し
候

へ
く

候
、
L
さ
て
ハ
、
す
わ
う
殿
御
く
た
り
の
L
時
分
、
文
と
乂
き
申
候
、
す
わ
う
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

へ
あ
い
ま
い
ら
せ
候
」
時
分
、
よ
く
申
候

ヘ
ハ
、
L

一
た
ん
御
か
つ
て
ん
に
て
」

御
入
候
、
そ
も
し
さ
ま
L
御
く
た
り
L
の
事
も
、
す
わ
う
殿
L
御
さ
し

つ
し
た
い

に
被
成
L
候

へ
く
候
、
か
し
く

(上
書
)

　

「
　
　
　
二
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
い
せ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ん

　
　
　
せ
う
せ
ん
院
さ
ま
ま
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ

　
八
〇
　
ゑ
も
ん
の
す
け
消
息

(折
紙
)
　
　
　
　

三

一
・
四

×
四
六

・
○

　
　
　
　
な
を
く

、
き
た
う
の
た
め
L
い
た
x
き
ま
い
ら
せ
候
て
、

い
く
久
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(冥
　
　加
)

　

　

　

　

く

」

御

ほ
う

か
う

、

ミ
や

う

か

に

て
候

、

L

神

く
申
候

や

う

二
と
、

い

　

　

　

　

わ

ゐ
し

お

さ

め
申

候

、

御

て

ま

へ
も

、

L

あ

い

か

わ

ら
乱す

御

し

合

よ

　

　

　

　

　

　

(行
間
)

　

　

　

　

く

、

L

御

き

た
う

の
事

た

の

ミ
入

L

ま

い
ら

せ
候
、

返

く
、

ふ

し
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(不

動
)

　

　

　

　

の
」

御

ゑ
ん

に

て
候

、

此

御

ふ

と

う
、

わ

か
身

L

所

へ
ま

い

り
候

と

、

　
　
　
　

一
入
く

L
あ
り
か
た
く
候
、
御
れ
い
の
た
め
申
候
、
L
な
を
こ
な
た

　

　

　

　

よ
り

申

し

ま

い
ら

せ
候

へ
く
候

、

L

め

て

た
く

か

し
く

　

　

　

　

　

　

(継

目
)

さ

き

ほ
と

ハ
、

つ
き

め

の
L

御

れ

い
に
御

ま

い

り
候

へ
共

、

L

院

の
御

所

さ

ま

へ
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窓史

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(見

参
)

な

ら

せ
ら

れ
候

」

御

と

も

に
ま

い
り
候

」

ゆ

へ
、

御

け

さ

ん

に
も
L

入

申

さ

す

候
、

つ
き
め
の
L
御
れ
い
に
御
ま
い
り
候

て
L
か
す
く

め
て
た
く
L
思
い
ま
い

ら

せ
候

、

い
く

久

し

く
」

御

き

た

う

御

さ

た
候

や

う

二
と
、

L

い
わ

ゐ

入

ま

い

ら

　

　

　

　

　

　

(候
脱
力
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返
し
)(乗

俊
)

せ
候

、

」

さ

や
う

ニ

ヘ

ハ
、

御

し

し

や

う
L

て

う

し

ゆ

ん
御

申

お
き

候

L

と

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(弘
　
　
法
)

此

ふ
と

う

給

候

、

こ
と

に
、

L

か
う

ほ

う

大

し

の
御

さ

く
、

L

た

け

た

し

ん

け

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(子

孫
)

の
L

ぐ

ん

ち

ん

の
御

ま

ほ

り
L

本

そ

ん

に

て
御

さ
候

よ

し
、

L

我
身

な

と

し

そ

ん

に

て
L
御

さ

候

、

一
入
あ

り

か

た

く
、

L
か

た
し

け

な

く
思

い
」
ま

い
ら

せ
候

、

L

き

と

く

二
お

ほ

し

め

し
L

つ
け

候

て
、

御

申

お
き

候

」
事

、

一
入

に

か

ん

し

入
L

し

ゆ

し

や
う

二
思

い
L

ま

い
ら

せ
候

、

L

め

て
た

く

か
し

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ

も

ん

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す

け

汐

　

　

　

ひ

へ
の
山
(実
俊
)

　

　

　

　

せ
う

せ

ん
院

殿

ま
い
る

　

○
本
文
書

は
乗
俊

の
没
し
た
正
保

四
年

の
も

の
で
あ

ろ
う
。

　

八

一　

幽央
醜勝
院

消

息

(
折

紙

)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ご
一
・
五

×
四

六

・
○

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(災
)

　
　
　
　
返
く
、
御
そ
く
才
の
よ
し
、
L

め
て
た
く
候
、
わ
れ
く

も
L

一
た
ん

　
　
　
　
そ
く
才
に
て
御
さ
候
、
L
な
を

く

す
わ
う
殿

へ
L
よ
く
申
候

ハ
ん
ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(行
間
)

　

　

　

　

玉
、

御

心

や
」

す

く

お

ほ
し

め
し
候

へ
く
候

、

」

か

し

く

御

ふ

ミ
く

わ

し
く

L

見

ま

い
ら

せ
、

か

た
し

け

な

く

」

そ

ん
し
候

、

公

方

様

一
た

ん
御

き

」

け

ん

よ
く

御

さ

な

さ

れ

候

」

ま

x
、
御

心
安

お

ほ

し
」

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(路
次
)

し
候

へ
く

候

、

L

す

わ
う

殿

も

、

う
し

」

中

何

事

な

く
、

御

下

り
し

御

し

や

ハ
せ

　

　

　

(目

上
)

よ

く
御

め

う

へ
L

の
御

事

に

て
御

さ

候

ま

玉
、

L

御

心

安

お

ほ
し

め
し

」

候

へ
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(折
り
返
し
)

候

、

そ

も

し

さ

ま

の
事

、

L

す

わ

う

殿

に
あ

い
L

ま

い
ら

せ
候

て
申

候

ヘ

ハ
、

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(現
　
　
米
)

大

か

た
L

も

な
く

、

ね

ん
比

の
し

事

に

て
候

、

け

ん
ま

へ
L

を

ち

き

や

う

二
成

候

L

や

う

に
と

の
御
事

に

て
L

い
ま

二
て

の

ひ
申

候

、

L

よ
き

や

う

に
な

さ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
マ

候

し

と

て

の
事

に
て

候
、

L

い
よ

く

申

こ

の
た

ひ
L

す

ミ
申

候

や
う

に
、

L

か

い
ふ
ん
き
も
い
り
L
可
申
候
、
御
下
り
の
事

ハ
、
L
す
わ
う
殿
に
う
け
」
給
、
御

さ
し
つ
可
申
候
、
し
か
し
く

　
　
　
(寛
永
+
九
年
〉

　
　
　
　
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　,6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
い
せ
う

　
　
　
ひ
え
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ん

　
　
　
　
松
せ
ん
ゐ
ん
さ
ま
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ

　
八
二
　
春
日
局
消
息

(
折
紙
)
　
　
　
　
　
　
　
三

一
・
五
×
四
七

・
○

　
　
　
　
い
よ
く

ゆ
た
ん
な
く
、
」
御
き
ね
ん
御
さ
た
候

へ
く
候
、
L
な
を
め

　
　
　
　
て
た
く
か
し
く

と

を

く

ひ
き

や

く
L

御

こ
し

候

と

て
、

文

給

候

、

L

か

た

し
け

な
く

思

い
L

ま

い
ら

せ
候

、

L

両

御

所

さ

ま

御

き

け

ん

の
」

御
事

に

て
、

め

て

た

さ
L

と

な

た
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(折
り
返
し
)

お
な

し
L

御

事

に

て
御

入

候

、
」

さ

て

ハ
、

い

つ
ぞ

や
仰

候

」

御

き

た
う

ふ

た

ん
」

こ
ま

れ

う

の
御
事

L

御

み

ニ

ニ
た

ち
候

て
、

L

御

と

し

ょ

り

し

ゆ

3
、

」

ま

へ
く

の

こ
と

く

下

さ

れ

候

」

と

の
仰

出

候

の
L

よ

し

に

て
、

か

き

つ
け
L

御

い

た

玉
き

の

よ
し

、

」

か
す

く

め

て

た

く
、

L

わ

れ

く

L

ま

て

う

れ

し

く
思

い

ら
せ
候
、
」
か
し
く

　
　
　
(寛
永
十
九
奪
)

　
　
　
　
二
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
か

　
　
　
ひ
へ
の
山

　
　
　
　
せ
う
せ
ん
院
さ
ま
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
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叡山松禅院文書

八
三
　
慶
光
院
周
清
消
息

(
折
紙
)

三

二

・
四

x
四

三

・
六

　
　
　
　

は
や
く

御
か
き
物

い
て
」
ま
い
ら
せ
候
て
、
L
め
て
た
く
、
い
か
ほ

　
　
　
　

と
に
て
候
、
L
両
御
所
さ
ま
御
そ
く
才
に
て
」
御
は
ん
し
や
う
な
さ
れ

　
　
　
　

候
L
や
う
に
と
、
L
御
き
た
う

な
さ
れ
候

へ
く
候
、
L
わ
か
身
と
う
り

　
　
　
　

う
の
内

二
、L
御
く
た
り
な
さ
れ
候
お
り
ふ
し
L
御
目
に
か
x
り
候
て
、

　
　
　
　

申
あ
け
L
申
入
候

へ
く
候
、
L

か
す
か
と
の
へ
も
、
文
の
と
を
り
、
L

　
　
　
　
申
候

へ
は
、
お
ほ
し
め
し
を
L
外

二
、
御
と
し
よ
り
し
ゆ
よ
り
、
L
は

　
　
　
　

や
く
御
か
き
物
ま
い
り
候
よ
し
、
」
め
て
た
く
、
御
悦
に
て
御
さ
候
、
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(折
り
返
し
行

　
　
　
　

わ
か
身
よ
り
も
よ
く
心

へ
L
申

せ
と
の
御
事
に
て
御
さ
候
、
L
わ
か
身

　
　
　
　
間
)

　
　
　
　

そ
く
才
に
て
L
御
し
ろ
さ
ま
ま

て
に
、
」

つ
め
ま
い
ら
せ
て
候
、
L
御

　
　
　
　

心
や
す
く
候

へ
く
候
、
L
め
て
か
し
く

二
月
十

一
日
の
文
L
こ
ま
く

と
給
候
、
仰

の
L

こ
と
く
、　

両
御
所
さ
ま
L
い

よ
く

御
き
け
ん
よ
く
L
御
さ
な
さ
れ
、

め
て
た
く
」
御
ま
ん
ま
く
に
」
お
ほ
し

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

(護

摩

料
)

め

し
候

よ
し

、

L
御

も

つ
と

も

に

て
御

さ

候

、

」
な

ひ

く

こ

ま
れ

う

の
L
御

事

、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

(折
り
返
し
)

御

そ

せ
う

か
な

ひ
、

L

御

と

し

よ

り

衆
L

よ
り
、

御

か
き

つ
け

し
　
い

て
ま

い
ら

せ
、

い
た

く

ら

L

す

わ

う

の
守

殿

御
上

り

の
」

お

り

ふ

し
、

御

い

た

玉
き

L

な

さ

れ

候

よ
し

、

御

し

合

よ

く
」

御

さ
候

御

事

、

こ
れ

よ

り
も

」

一
し

ほ

め

て
た

く
、

悦

入

L

ま

い
ら

せ
候

、

お

う

く

よ

り

の
L

御

そ

せ
う

御

さ

候

よ
し

、
L

う

け

給

候
ま
玉
、

い
か
玉
」
御
さ
候

ハ
ん
や
と
、
御
う
わ
さ
し
の
ミ
申
所
候
、
そ
ん
し
の

外
L
め
て
か
し
く

　
　
　
(寛
永
十
九
年
)

　
　
　
　

二
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(周
清
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
い
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ
ん

　
　
ひ
へ
の
山

　
　
　
せ
う
せ
ん
院
さ
ま
御
返
事
申
給
へ

○
神
宮
徴
古
館
農
業
館
所
蔵

『慶
光
院
文
書
』
中
に
、
寛
永
十
九
年
三
月
五
日
付
の
、
周

　
清
上
人
宛

「御
暇
付
而
」、
「人
馬
御
朱
印
状
」
が
あ
る
。
な
お
板
倉
重
宗
は
同
年

一
月

　
十
五
日
、
京
都
に
戻
っ
て
い
る

(塚
本
明
前
掲
論
文
)。

八
四
　
英
勝
院
消
息

(折
紙
)

三

二

・
五

×
四
七

・
○

　
　
　
　

返
く
、
は
や
く

御
か
き
L

つ
け
出
候
は
か
り
に
て
候
よ
し
、
L
仰
候

　
　
　
　

ま
二
、
御
心
や
す
く
L
お
ほ
し
め
し
候

へ
く
候
、
L
こ
ま
く

申
入
候

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
(行
間
)

　

　

　
　

ハ
ん

つ
れ

共
、

」

お

り

ふ

し
、

い
そ

か

わ

し
く

候

L

ま

玉
、

あ

ら

ま

し

　
　
　
　
申
候
、
L
す
わ
う
殿

ヘ
ハ
、
い
よ
く

よ
く
」
申
入
候

へ
く
候
、
め
て

　

　

　
　

た

く

か

し
く

御

ふ

ミ

の
う

ち
、

く

わ

し

く
L

み

ま

い

ら

せ
候

、

さ

て

ハ
L

御

そ

せ

う

の
L

御

事

、

す

わ
う

殿

へ
L

き

二
ま

い
ら

せ
候

ヘ

ハ
、

も

は
や

L

か

き

つ
け

の
出

申

候
L

は

か

り

に

て
候

よ
し

L

仰

候

ま

蕊
、

さ

や

う

御

心

へ
、

」
　
い
よ

く

こ

x
ほ

と

へ
L

そ

も

し

さ

ま

L

御

く

た

り

の
事

ハ
、

御

無

用

二
」

あ

そ

ハ
し
、

何

や

う

二

も

、

L

す

わ

う

殿

御

さ

し

つ
L

し

た

い

に

な

さ

れ
候

も

つ
と

も
L

に

て
候

、

と

を

　

　

　
　

(折
り
返
し
)

く

の
所
し
い
ら
さ
る
御
こ
し
さ
に
て
候
、
L
か
な
ら
す
く

御
ま
か
せ
L
候
て

よ

く

候

へ
く
候

、

」

す

わ

う
殿

返
事

の
」

う

つ
し
も

御

ミ

せ
、

く

わ

し
く

L

み

ま

い
ら
せ
候
、

一
た
ん
く

の
」
御
事
に
て
御
入
候
、
L
め
て
た
く
か
し
く

(上
書
)

　

「
　
　

三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂

　
　
　
　
　
　
　
廿
八
日

　
　
　
ひ
ゑ
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
い
せ
う

　
　
　
　
せ
う
せ
ん
院
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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窓　
　
　
八
五
　
双
厳
院
豪
俔
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
二

・
○

×
四
六

・
○

史
　
　
　
　
　
尚

ζ
、
先
目
之
御
状

二
、
L
我
等
寺
之
台
所

・
門
な
と
L
し
直
し
可
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(行
間
)

　
　
　
　
　
　
候
由
、

被
仰
L

付
候
、

忝
御
意
見
候

へ
共
、
L

前
か
と
の
さ

へ
過
分

　
　
　
　
　
　
之
L
借
銀
候
間
、
我
物
L
不
入
候
之
御
意
見
L

一
向
承
引
難
申
候
、
L

　
　
　
　
　
　
客
殿
直
候
借
銀
」
返
弁
も
成
申

問
敷
候
L
条
、
以
来
者
家
を
」
又
う
り

　
　
　
　
　
　
可
申
候

一
義
に
て
候
、
L
賢
聖
院
先
度
之
比
、
」
在
凶
之
由
候
、
定
而

　
　
　
　
　
　
今
程
者
L
越
前

へ
き

こ
く
か
と
存
候
、
L
竹
林
坊
被
上
候
事
、
L
う
ら

　
　
　
　
　
　
山
敷
事
候
、
L
御
報
望
可
申
遣
候
、
L
返
く
、
乍
御
大
儀
、
し
法
勝
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
行

　
　
　
　
　
　
留
守
居
L
今
度
事
、
御
請
し
L

被
成
可
被
進
候
、
若
来
春
、
」
上
洛
仕

　
　
　
　
　
　
間
)

　
　
　
　
　
　
候
、
定
万
事
」
可
申
承
候
、
以
上

　
　
先
度
者
、
預
御
状
候

へ
共
、
其
」
節
、
日
光

へ
参
詣
に
て
の
」
事
候
聞
、
不
能
即

　
　
報
候
、
L
其
元
御
無
事
之
由
、
専
要
存
候
、
L
大
僧
正
弥
ζ
御
勇
健

二
御
座
」
被

　
　
成
候
、
先
月
十
七
日

二
者
、
当
山

二
L
被
為
成
、
仏
法
御
伝
受
、
御
」
機
嫌
無
相

　
　
残
候
、

一
宗
之
L
大
慶
不
過
之
候

　
　

一　

我
等
寺
出
来
候
由
、
忝
候
、
L
併

い
ま
に
す
き
と
首
尾
」
不
申
候
由
候
、
迚

　
　
　

ζ
之
事
、
L
頼
入
存
候
、

は
り
付
之
事
、
」
か
た
か
み

二
被
成
可
被
下
候
、
」

　
　
　

庄
右
門
上
せ
可
得
御
意
候

　
　

一　

法
勝
寺
留
守
居
之
事
、
」
貴
院
被
仰
付
候
、
定
而
」
可
為
御
迷
惑
候

へ
共
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(誘
り
返
し
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(盛
憲
)

　
　
　

大
僧
正
」
被
入
思
召
候
て
の
事
候
間
、
L
先
御
請
御
尤
存
候
、
委
細
L
竹
林
坊

　
　
　

へ
被
仰
付
候
、

此
」

度
、

竹
と
同
前

ユ
罷
上
、

寺
」

な
と
見
申
度
候
、
御
報

　
　
　

を
L
可
被
申
候

　
　

一　

毘
沙
門
堂
知
行
七
十
石
歟
、
」
御
座
候
、
尊
法
院

へ
収
納
候
漏
事
、
被
為
断

　
　
　

候

へ
共
、
無
L
十
方
事
候
間
、
御
六
ケ
敷
御
」
座
候
共
、
貴
院

へ
御
頼
被
成
」

　
候
由
候
、
前
方
之
帳
な
と
L
尊
法
院
跡

二
可
有
御
座
候
、
L
是

二
不
限
、
万
く

　
御
用
之
事
L
貴
院

へ
被
為
頼
候
之
由
候
間
、
L
被
相
調
可
被
進
候
、
委
細
者
、
」

　
竹
林
坊

へ
被
仰
渡
候
、
恐
惶
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
厳
院

　
　
　
　
十
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
様
人
≧
御
中

　
八
六
　
　大
岡
忠
士
口圭
日状

(折
紙
)
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
二

・
五
×
五
〇

・
三

　
　
　
　
尚
く
、
寿
軒
も
御
下
L
山
候
而
、
御
養
生
候

ハ
ニ
、
程
」
も
近
ク
御
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
閲
)

　
　
　
　
候
間
、

一
段
可
L
然
様

二
被
申
候
間
、
必
御
気
L
分
次
第

二
、
早
ζ
御

　
　
　
　
下
山
尤
候
、
L
以
上

御
状
忝
令
拝
見
候
、
L
然
者
、
貴
様
御
気
色
、
俄
」
差
発
被
成
候
付
而
、
御
し
気

遣
之
段
、
察
入
申
候
、
L
就
其
、
貴
寺
者
、

上
ζ
様
方
御
祈
願
」
所
に
て
御
座
候
付
て
、
御
」
隠
居
所
別
寺

二
有
之
し
付
而
、

先
其
寺

へ
御
」
移
之
由
、

一
段
御
尤

二
令
」
存
候
、
先
度
被
仰
付
候
L
三
御
所
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

御
祈
濤
、
L

一
大
事
と
思
召
候
付
而
、
L
松
寿
院

・
龍
禅
院
L
其
外
、
日
比
御
兄

弟
同
」
前

二
被
御
申
合
候
仁

へ
、
御
」
祈
疇
之
儀
、
功
者
之
L
仁

二
有
之
方

へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(立

堅
御
」
申
付
、
自
然
不
慮
之
」
儀
有
之
候
共
、
此
御
祈
L
濤
、
兼
而
御
り
う
く
わ

願
)
ん
」
之
年
月
無
相
違
、
L
御
壇
御
破
無
之
様

二
と
、
L
権
大
納
言
殿
可
申
達
之
」

由
、
御
紙
面
之
通
、
具

二
」
申
談
候
、
則
権
大
納
言
殿
汐
L
御
返
事
出
候
間
、
進

申
候
、
し
最
前
も
度
く
申
候
、
御
下
L
山
被
成
候
而
、
御
養
生
候
様

ユ
、
L
権
大

納
言
殿
も
被
仰
候
問
、
少
」
も
御
気
分

二
能
様

二
候

ハ
ニ
、
御
L
下
山
尤
候
、
恐

惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
岡
美
濃
守
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠

(花
押
)

　
　
　
　

八
月
廿
二
日

　
　
　

(乗
俊
)

　
　
　
松
禅
院
御
報
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叡W松 禅院文書

　
○
大
岡
忠
吉
は
寛
永
十
年
二
月
、
東
福
門
院
に
付
属
、
美
濃
守
任
官
、
明
暦
二
年
没

(『寛

　
　
政
重
修
諸
家
譜
』)
。

　
　
七
七
号
～
八
六
号
文
書
ま
で
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

　
八
七
　
大
岡
忠
吉
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　
　

三
三

・
○

×
四
四

・
〇

一
筆
令
啓
達
候
、
L
松
禅
院
御
死
去
候
而
、
L
御
力
落
察
入
候
、
就
L
其
、
貴
僧

御
事
者
、
し
松
禅
院
御
弟
子
之
L
儀

二
候

ヘ
ハ
、
忌
者
懸
L
申
間
敷
候
哉
、
大
」

事
之
御
祈
疇
之
L
仰
付
候

二
、
若
自
然
L
之
儀
も
御
座
候
而
、
御
L
祈
薦
な
と
御

　
　

(折
り
返
し
)

執
行
L
被
成
候
儀
者
、
定
而
御
」
遠
慮
之
儀

二
、
御
由
L
断
者
御
座
有
間
敷
候
」

へ
共
、
権
大
納
言
殿
左
様
L
之
所
を
御
気
遣
被
L
思
召
候
間
、
承
進
候
間
、
L
御

忌
も
懸
候

ハ
玉
、
御
中
L
ま
の
衆

へ
、
御
談
合
候
て
、
L
何
様

二
も
御
祈
疇
を
し

清
ク
被
成
候
儀
専

一
二
候
、
」
為
其
以
書
状
申
入
候
、
L
恐
惶
謹
言

　
　
　
(正
保
四
年
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
岡
美
濃
守

　
　
　
　
八
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠

(花
押
)

　
　
　

(実
俊
)

　
　
　
龍
禅
院
御
同
宿
中

　
八
八
　
三
勢
盛
信
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
〇

・
○
×
四
四

・
○

御
状
忝
拝
見
申
候
、
然

ハ
、
L
松
禅
院
御
気
色
」
先
日
以
後
、
御
別
条
無
L
御
座

候

へ
共
、
前
く
御
困
し
景
候
由
、
各
御
気
遣
」
察
入
候
、
寿
軒
も
下
山
」
以
後
、

美
濃
守
所

へ
御
L
尋
候
而
、
御
上
り
候
、

折
節
L
他
行
嬲
驪
申
故
、

参
」
会
不
被

申
候
、
拙
者
懸
」
御
目
、
御
病
證
之
様
子
L
具

二
拙
者

ユ
被
仰
置
候
、
L
則
美
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

守
申
聞
候
、
L
事
外

二
無
御
心
元
存
L
事
御
座
候
、
内
く
御
見
」
舞

二
為
人
可
申

之
由
、
L
被
存
候

へ
共
、
万
事
御
事
L
多

可
有
候
と
遠
慮
L
之
儀

二
蒲
御
座
候
、

権
L
大
納
言
様

へ
之
御
文
相
届
」
被
申
、
御
返
事
得
候
而
」
進
し
被
申
候
、
権
大

納
言
様
、
」
美
濃
守
存

ユ
も
、
松
禅
院
」
御
気
色
少
も
御
能
御
座
候
者
、
L
御
下

山
被
成
候
而
、
御
養
L
生
候
様

二
と
の
御
事
候
間
、
L
此
由
龍
禅
院

へ
も
御
申
、
L

太
郎
兵
殿
、
貴
様
方
御
L
相
談
候
而
、
御
下
山
被
成
」
候
様

二
、
御
異
見
御
尤

ユ

候
、
L
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
勢
少
右
衛
門
　
　
　
　
⑪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信

(花
押
)

　
　
　
　
八
月
廿
二
日
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
盛

　
　
　
杉
孫
左
衛
門
様
御
報

　

〇
八
六
・
八
七
号
文
書
は
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

　

八
九
　
板
倉
重
宗
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　
　

三
四

・
○
×
五
〇

・
六

　
　
　
　

以
上

芳
札
、
殊
見
L
事
之
蕨

一
折
」
送
給
、
恐
存
候
、
L
何
様
期
面
上
L
之
節
候
、
恐

惶
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
周
防
守

　
　
　
　

三
月
十
・八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
宗

(花
押
)

　
　
　

松
禅
院
貴
報

　

九
〇
　
大
久
保
忠
朝
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　

三
二

・
○
×
五

一
・
五

芳
簡
令
拝
見
候
、
如
承
L
意
、
改
年
之
御
慶
不
可
有
」
尽
期
候
、
先
以

公
方
様
益
御
機
嫌
能
被
成
」
御
座
、
恐
悦
之
旨
、
尤
之
御
事
候
、
L
然
者
、
如
例

年
、
御
巻
数
井
L
御
厄
年
之
御
祈
疇
御
札
」
節
分
勤
修
之
御
巻
数
并
L
当
年
星
、

何
茂
以
使
僧
」
被
献
之
由
、
御
紙
面
之
趣
、
令
L
承
知
候
、
随
而
自
分
江
扇
子
L

一
箱
、
被
懸
御
意
、
忝
存
候
、
猶
」
期
暫
之
時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
加
賀
守

　
　
　
　

正
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
朝

(花
押
)

　
　
　

松
禅
院

　

○
大
久
保
忠
朝
は
延
宝
五
～
元
禄
十
一
年
迄
、
老
中
在
職
。
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窓史

　
九

一　

板
倉
重
宗
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　
　

三
三

・
五
×
五

一
・
六

御
状
拝
見
仕
候
、
L
然
者
、
御
手
前
之
L
儀
、
次
而
御
座
候

ハ
ハ
、
L
可
達
　
上

聞
候
、
L
我
等
無
事

二
罷
有
候
、
」

猶
期
後
音
之
時
候
L

条
、

不
能
具
候
、

恐

惶
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
周
防
守

　
　
　
　
七
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

重
　
宗

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　
九

二
　
板
倉
重
宗
書
状

(折
紙
)
　

　

　

　
　

三
三

・
九

×
五

一
・
○

　
　
　
　
以
上

御
状
忝
存
候
、
殊
」
五
ケ
葉
之
箱
壱
」
送
給
候
、
御
心
付
之
」
至
、
過
分
存
候
、

猶
L
期
面
上
之
時
候
問
、
L
不
能
巨
細
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
周
防
守

　
　
　
　
卯
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
宗

(花
押
)

　
　
　
松
禅
院
御
報

　
九
三
　
観
音
寺
舜
興
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

三
二

・
八
×
四
九

・
○

　
　
　
　
尚
ζ
、
手
形
御
越
L
可
被
成
候
、
金
右
殿
御
出
被
申
」
候
や
、
承
度
存

　
　
　
　
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
味
豊
直
)

一
筆
令
啓
上
候
、
然
者
、
L
遠
江
殿

・
五
金
右
殿
汐
八
木
之
」
手
形
、
此
者
御
渡

可
被
」
下
候
、
我
等
書
付
可
進
存
候
」
得
共
、
重
蒲
示
合
儀

二
可
L
仕
存
候
間
、

左
様

二
御
心
得
し
可
被
成
候
、

猶
京
都
金
右
殿
し

御
出
被
成
候
や
、

御
供
し

不

仕
、

御
残
多
相
存
候
、
L
定
而

一
昨
十
八
臼
、

御
帰
山
」

可
被
成
存
候
、

相
替

儀
」
無
御
座
候
や
、
今
日

ハ
、
」
山
王
参
詣
仕
候
、
今
程
L
隙

二
て
、
清
兵
殿
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

戸
L
下
候
者
、
弥
隙
為
成
候
、
L
懸
御
目
、
咄
申
度
存
事
候
、
」
猶
期
後
音
之
時

候
、
」
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺

　
　
　
　
七
月
朔
日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

舜

興

(花
押
)

　
　
　
　

、、

(上
書
)

　

「

松
禅
院
様
ま
い
る
　

」

　
九
四
　
松
禅
院
乗
俊
書
状
案

(折
紙
)
　
　
　
　

三

一
・
五
×
四
八

・
五

　
　
　
労

拙
僧
所
身
漸
取
詰
申
候
」
間
、
相
果
可
申
候
、
生
中
L
御
懇
切
共
、
忝
存
候
、
然

　
　
　

、丶

　
　
　
　
　
　
(中
根
蚕
盛
)

ハ
、
L
近
年
、
壱
岐
守
様
御
芳
L
惰
故
、
当
坊
御
祈
疇
之
L
義
、
首
尾
能
御
札
指

上
L
忝
奉
存
候
、

御
当
家
御
祈
願
所
之
」
事
候
間
、
弥
無
相
違
」
様
奉
憑
候
旨
、
壱
岐
守
様

へ
L
書

中
指
上
候
、
龍
禅
院
L
若
輩
者
之
事
候
間
、
L
可
然
御
指
南
候
而
可
被
下
候
、
L

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
禅
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
　
俊

　
　
　
昌

龍

院
様

　
　
　
本
実
成
院
様

　
九
五
　
松
禅
院
乗
俊
書
状
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

労

一
書
申
上
候
、

我
等
拙
子
L
去
年
汐
之
所
身
、

絶
不
得
」

快
気
、

漸
取
詰
申
候

　
　
　
　
　
　

、、　
、、

間
、
相
」
果
申
候
て
可
有
御
座
候
、
然

ハ
、
」
近
年
者
、
御
祈
濤
之
義

一こ

付
、

御
懇
情
共
、
難
忘
奉
存
候
、
L
当
坊
跡
之
義

ハ
、

御
当
家
御
祈
願
所
之
L
事
候
間
、
弥
無
相
違
L
行
事
相
続
仕
候
様
、
御
L
憐
愍
所

仰
候
、
恐
懍
L
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
禅
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
　
俊

90



叡山松禅院文書

　
　
　
　

(正
盛
)

　
　
中
根
壱
岐
守
様
人
≧
御
中

○
中
根
壱
岐
守
は
、
寛
永
十
五
年
、
壱
岐
守
に
任
官
し
た
正
盛
で
あ
ろ
う
。
寛
文
五
年

　
没

(『寛
政
重
修
諸
家
譜
』)
。

　
九
六
　
松
禅
院
乗
俊
書
状
案

　
　
　
労

拙
子
所
身
、
不
得
快
気
、
L
漸
取
詰
申
候
間
、
相
果
L
可
申
候
、
生
中

大
僧
正
様
、
御
門
主
様
L
御
憐
愍

・
御
恩
賞
、

二
世
L
迄
、

難
忘
奉
存
候
、
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丶丶

少
」
残
命
候
而
御
用
と
も
嬲
、
嬲
無
念
存
候
、
当
跡
之
事
、
し
御
当
代
御
祈
願
所

ヘ
ヘ
　
　
　
　

へ
　
　

ヘ
ヘ
　

ヘ
ヘ
　

へ
　
　

ヘ
ヘ
　

ヘ
ヘ
　

ヘ
ヘ
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヘ
　

へ
　
　

ヘ
ヘ
　

ヘ
ヘ
　

ヘ
へ

之
事
候
L
間
、
行
事
退
転
不
仕
候
様

一こ

奉
頼
候
、
龍
禅
院
諸
」
事
不
器
量
者
之

事
候
L
条
、
御
指
南
所
仰
候
、
此
等
L
之
趣
、　

御
門
主
様

へ
被
仰
」
上
可
被
下

候
、
恐
惶
謹
言

松
禅
院
乗
俊

最

教

院
様

双
厳

院
様

〇
九
四

・
九

五
号
文
書
は
、

一
紙

(
三
四

・
○

×
五
〇

・
○

)

の
上

・
下
部
分

に
書

か
れ

　
て
い
る
。

　
九
七
　
松
禅
院
乗
俊
書
状

(折
紙
)
　
　
　
　
　

一
三

・
五
×
四
六

・
五

寸
志
之
印

二
、
雪
村
L
二
幅
壱
対
、
瀬
戸
」
四
角
茶
入
進
上
仕
候
、
御
慰

二
於
御

所
持
者
、
」
可
為

二
世
之
本
懐
候
、
」
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
禅
院

　
　
　
　
八
月
十
六
日
冖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
　
　俊

(花
押
)

　
　
　
板
倉
周
防
守
様
人
≧
御
中

　
○
本
文
書
、
折
り
返
し
部
分
を
切
断
し
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。

　
九
八
　
板
倉
重
宗
書
状

(
折
紙
)　
　
　
　
　
　

=

一
・
八
×
四
六

・
五

先
師
乗
俊
よ
り
之
書
置

・
L
折
紙
二
通
披
見
申
候
、
L
御
祈
薦
折
紙
之
通
、
L
油

断
有
間
敷
候
、
龍
禅
院
」
儀
者
、
不
及
申
、
末
く
弟
」
子

二
至
迄
、
乗
俊
折
」
紙

之
通
、

相
違
有
間
」
敷
候
、

将
又
二
幅

一
対
雪
村
L

山
水
鳥
之
絵
井
瀬
戸
L
茶

入
、
我
等
所

へ
為
遺
物
L
給
候
、
誠
御
志
之
毀
、
祝
着
L
申
候
、
然
共
、
二
色
な

か
ら
L
御
寺

へ
寄
進
申
候
間
、
」
長
ク
寺

二
置
可
被
申
候
、
L
恐
く
謹
言

　
　

正
保
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　板
倉
周
防
守

　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　重
　
宗

(花
押
)

　
　
叡
山
(実
俊
)

　
　
　
松
禅
院

　
　
　

(昌
海
)

　
　
　
龍
禅
院

　
○
乗
俊
は
正
保
四
年
八
月
二
十
二
日
寂
。
松
禅
院
は
実
俊
が
、
龍
禅
院
は
昌
海
が
跡
を
継

　
　
い
だ

(『横
川
世
譜
』)。

　
　
本
文
書
は
、
折
り
返
し
部
分
を
切
断
し
、
前
号
文
書
の
下
部
に
表
装
さ
れ
て
い
る
。

　
九
九
　
松
禅
院
乗
俊
書
状

(折
紙
)　
　
　
　
　

三
四

・
五
×
四
七

・
五

所
労
俄
指
迫
取
詰
申
候
」
間
、
ケ
候

二
候
者
、
相
果
申

二
而
L
可
有
御
座
候

一　

貴
殿
様
、
自
来
之
御
憐
」
愍

・
御
恩
賞
、

筆
紙

瞬こ

難
尽
奉
存
候
、

御
祈

　
濤
L

領
拝
領
仕
候
付
而
、

及
大
」

破
候
坊
舎

・
仏
閣
井
仏
L

像
等
再
興
仕
候

　
事
、
偏
L
公
儀
御
厚
恩
、
二
世
之
」
本
懐
不
過
之
奉
存
候

一　

松
禅
院
坊
跡
者

　
御
当
家
、
従
御
治
世
之
」
初
、

及
五
十
年
余
、
天
下
L

安
全
之
勤
行
、
無
断

　
絶
L

御
祈
願
所
之
事
候
間
、
」

弟
子
龍
禅
院
朝
暮
」

可
奉
抽
精
祈
之
旨
、

呉

　
　

(折
り
返
し
)

　
ζ
L
申
置
候
、
若
御
祈
薦
方
」
於
如
在
仕
者
、
器
量
之
僧
」
被
成
御
吟
味
、
後

　
住
被
仰
付
、
L
行
事
退
転
無
御
座
候
」
様
、
偏
奉
憑
存
候
、
継
目
L
御
礼
等
之

s1



史 窓

　
義
も
、
奉
仰
L
御
憐
愍
候
之
外
、
無
他
候

一　

自
然
無
筋
目
族
、
宝
徳
L
を
妨
申
者
、
於
御
座
候
者
、
当
L
住
持
、
定
而
御

　
断
可
申
上
候
、
L
御
祈
願
所
御
本
房
之
L
規
模
相
立
候
様
、
奉
憑
候
、
L
恐
惶

　
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
禅
院

　
　
　
　

八
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
乗
　
俊

(花
押
)

(劉
筆
)

　

「　
二
通
之
状
之
内

　
　
　
　
　
正
保
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
周
防
守

　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

重
　
宗

(花
押
)
」

(上
書
)

「　
板
倉
周
防
守
様
　
」

　
　
　
　

(別
筆
)

　
　
　
　

「
叡
山

　
　
　
　
　
　
　
松
禅
院

　
　
　
　
　
　
　
龍
禅
院
　
　
」

　
〇
八
八
号
～
九
八
号
文
書
は
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。

　

一
〇
〇
　
勘
解
油
小
路
消
息

(折
紙
)　
　
　
　

三

一
・
五
×
五
二

・
四

　
　
　
　

な
を
め
て
度
L
あ
な
か
し
く

此

は

る

よ

り

の

め

て
L

た
さ

、

い
よ

く

と

な

た
L

に
も
御

き

け

ん

よ
く

、
L

一

入

め

て
度

お

ハ
し

ま

し
候

、
」

さ

や

う

二
候

へ
者

、

此

十

六

日

二
、
」

此

御

所

に

　
　

(転
　
　
読
)

て
、

て

ん
と

く

の
L

大

は

ん

に
や
御

お

こ
な

い
」

候

や

う

二
と

の
御

事

に
L

お

は

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

(折

し

ま

し
候

ま

エ
、
L

ま

へ
く

の
こ

と
く

ユ
、
L

そ

う

衆

へ
御

申

つ
た

へ
候

て
、
L

り
返
し
)

め
て
度
御
し
こ
う
」
候

へ
く
候
、
な
を
く

ハ
し
く

ハ
、
」
ほ
り
川
三
位
殿
よ
り
L

御
申
候

へ
く
候
、
」
め
て
度
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∂

(上
書
)

　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

か
て
の

　
　

ひ
え
の
山
に
て

　
　
　
　
松

せ
ん
院
と
の
へ
ま
い
る
　

　

　
　

　
　

　
　

　

小
路
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(異
筆
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「尊
俊
代
」

　

一
〇

一　

東
福
門
院
女
房
権
中
納
言

・
梅
小
路
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三

・
五
×
五
〇

・
○

　
　
　
　
御
わ
た
く
し
に
も
L
御
無
事
の
事
、
L
め
て
た
さ
、
い
つ
も
の
L

こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
く
、
御
き
と
う
L
の
御
ふ
た
御
わ
け
候
て
、
L
め
て
た
く
、
い
く
ひ
さ

　
　
　
　
し
く
L
も
と
、
祝
入
ま
い
ら
せ
候
、
わ
れ
く

も
、
L
御
事
も
御
う
れ

　
　
　
　
し
く
」
思
い
ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く
か
し
く

御

ふ
ミ
見
ま
い
ら
せ
候
、
」
本
院
御
所
さ
ま
、
此
L
月
の
御
き
と
う
」
よ
く
く

御

申

候

と

て

、
」

い

つ
も

の

こ
と
く

、
L

御

札

し

ん
上

候

L

か
き

つ
け

の

こ
と

く

、
」

め

て
た

く

ひ

ろ
う
」

申

ま

い
ら

せ
候

ヘ

ハ
、

御

機

L

け

ん

の
御

事

に
て

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(折
り
返
し
)

候

、
L

い
よ

く

御

き

け

ん

よ
く

、

」

い
く

ひ
さ

し
く

L

御

長

久

の
御

き

と

う
」

御

申

候

や

う

に
と
、

」

い
わ

ゐ

入

ま

い

ら

せ
候

、
L

ま

つ
く

世

も
」

す

」
し

く
L

な

り

ま

い
ら

せ
候

、
L

い

よ
く

し

御

き

け

ん

も

よ

く
L

な

ら

せ
候

ま

」
、
」

御

心

や
L

す

く

候

へ
く

候

、

L

か

し
く

(上
書
)

　

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
小
路

　
　
ひ
え
の
山

　
　
　
松
せ
ん
院

へ
御
返
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
中
納
言
」

　

一
〇
二
　
東
福
門
院
女
房
石
見

・
能
登

・
左
京
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三

・
五
×
五
〇

・
五

　

　

　

　

な

を

く

、

い

つ
も

の

こ
と

く

、

」

此

も

く

ろ
く

の
通

、
L

御

あ

け
候

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

(行
間
)

　

　

　

　

て
、

」

是

又

ひ

ろ

う
申

入
候

ヘ

ハ
、

L

御

き

嫌

の
御

事

に

て

候

、

誠

　

　

　

　

二
、

」

御

長

久

の
御

事

に

て
、

幾

百

ζ
年

も

、

L

相

か

は
ら

す

と

、

い
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　W松 禅院文書

　
　
　
　
わ
ゐ
入
ま
い
ら
せ
候
L
御
事
に
て
候
、
め
て
た
く
か
し
く

　
　
　
　
返
ζ
、
御
祈
薦
御
初
尾
と
し
て
、
L

い
つ
も
の
こ
と
く
、
杉
原
十
帖
、

　
　
　
　
銀
子

一
枚
L
被
遣
候
、
い
よ
く

と
な
た
に
も
、
」
御
き
嫌
よ
く
、
幾

　
　
　
　
久
し
く
、
L
千
世
万
代
迄
も
と
、
な
を
よ
く
L
御
祈
念
御
申
入
候
様

二

　
　
　
　
候

へ
く
候
、
L
め
て
か
し
く

文
の
や
う
、

殊
に
」

此
月
の
御
き
た
う
L

能
く
御
と
り
お
こ
な
ひ
」　
の
よ
し
に

て
、
御
札
L
御
な
て
物
御
あ
け
候
て
、
L

か
す
く

め
て
た
く
、
L
幾
久
敷
も
と

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(賀
子
内
親
王
)

ひ

ろ
う

L
申

入
候

ヘ

ハ
、
御

き

嫌

の
L
御

事

に

て
候

、
」
女

五

の
宮

様

ユ
も

、
御

機

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
(折
り
返
し
)

嫌

」

よ

き

御

色

に
て

な

ら

せ

ら

れ
候

、
L

な

を

う

ち

つ

鼠
か

せ

ら

れ
、

L

御

機

嫌

よ

く

、

お

し

つ
け
L

御

快

然

被

遊
候

や

う

二
、
」

能

ζ
御

祈

念

御

申

入
候

へ
」

く

候

、

」

め

て
た

く

か
し

く

(上
書
)

　

「
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

さ
　
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
　
登

　
　
ひ
え
の
山

　
　
　
松
せ
ん
院
殿
御
返
事
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
石
　
見
　
　
」

　
○
女
五
宮

(賀
子
内
親
王
)
は
、
寛
永
九
年
誕
生
、
元
禄
九
年
没
。

　
　
九
九
号
～

一
〇

一
号
文
書
は
、
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
。
題
箋

「
臨
時
御
祈
濤
御
達

　
　
蠱

八
迄
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

一
〇
三
　
広
橋
兼
廉
書
状

(
折
紙
)
　
　
　
　
　

三

一
・
五
×
四

一
・
七

此
方
汐
可
申
入
候
處
、
L
却
而
御
書
畏
入
候
、
L
然
者
、
暑
気
時
分
」
弥
く
御
無

事
之
由
、
L
多
幸

二
候
、
七
月
」
護
持
相
続
御
勤
」
被
成
度
由
、
成
程
L
御
勤
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

可
成
候
、
L
尚
、
御
上
京
節
、
」
得
御
意

可
申
入
候
、
し
恐
く
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(広
橋
)

　
　
　
　
六
月
十
H二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
　
臨
臨

(上
書
)　
(尊
俊
)

　

「　
功
徳
院
僧
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
　
廉
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
御
房

　
○
広
橋
兼
廉
は
、
元
禄
六
年
四
月
、
任
権
右
少
弁
、
宝
永
三
年
二
月
、
参
議
に
叙
任
さ
れ

　
　
て
い
る
。

　
　
功
徳
院
は
守
澄
法
親
王
よ
り
、
尊
俊
が
賜
っ
た
房
。
尊
俊
は
元
禄
二
年
権
僧
正
、
同
七

　
　
年
僧
正
、
こ
の
年
、
内
殿
護
持
僧
と
な
る

(『横
川
世
譜
』)。

　

一
〇
四
　

口
上
之
覚

(
折
紙
)　
　
　
　
　
　
　

三
二

・
五
×
四
七

・
○

　
　
　
　

ロ
上
之
覚

来
五
月
、
護
持
之
」
事
、
可
為
御
勤
L
仕
候
哉
、
内
ζ
得
御
意
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(兼
廉
)

　
　
　
　

四
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
橋
弁

　
　
　
功
徳
院
僧
正
御
房

　

一
〇
五
　

口
上
之
覚

(
折
紙
)　
　
　
　
　
　
　

三
二

・
○

×
四
六

・
五

　
　
　
　

口
上
之
覚

来
六
月
、
護
持
之
事
、
」
可
為
御
勤
仕
候
哉
、
内
ζ
」
得
御
意
候
也

　
　
　
　
五
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
橋
弁

　
　
　
功
徳
院
僧
正
御
房

　

一
〇
六
　
東
福
門
院
女
房
権
中
納
言

・
梅
小
路
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

一
・
二
×
五
〇

・
○

　
　
　
　
御
祈
疇
修
行
の
御
事
、
」
そ
の
御
き
と
く
に
て
、
L
か
や
う
に
う
ち
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　

＆
か
せ
」
ら
れ
御
き
け
ん
も
よ
き
L
御
通

二
、
御
も

の
も
少

つ
」
」
あ

　
　
　
　

か
ら
せ
ら
れ
候
て
、

一
し
ほ
」
め
て
た
さ
、
み
な
く

ま
て
も
」
悦
入

　
　
　
　
ま
い
ら
せ
候
御
事
に
て
候
、
し
御
私

に
も
御
ふ
し
に
て
、
し
め
て
た
く

　
　
　
　
思
い
ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く
か
し
く
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窓史

文
の
や
う
、
み
ま
い
ら
せ
候
、
」
本
院
御
所
様
御
ふ
れ
い
L

の
御
様
躰
、
よ
き
L

御
通

二
、
御

か
ゆ
な
と
も
」
少

つ
丶
あ
か
ら
せ
ら
れ
候
」
ま
乂
、
御
心
や
す
く
候

へ
く
候

、
L

ま

つ
く

此

月

の
」

御

祈

疇

、

例

の
こ

と
く

」

修

行

の
よ

し

に

て
L

御

ふ
た

し

ん
上

候

、
L

め

て
た

く

ひ

ろ
う
L

申

ま

い
ら

せ
候

ヘ

ハ
、
L

御

き

け

　

(折
り
返
し
)

ん
L

の
御

事

に
て

、
幾

久

し

く
」

も

と
祝

い
ら

せ

ら

れ
候

、
」

御

ふ

れ

い
御

さ

わ

く

の
L
よ
う
に
と
、
ま
た
」
御
祈
疇
修
行

の
」
よ
し
に
て
、
御
ふ
た
」
し
ん
上

候
、
御
き
け
ん
の

「御
事
に
て
、
か
す
く

」
め
て
た
さ
、
誠

二
く

L
よ
く
そ

　

　

　

　
(カ
)

何
か
と
た
ひ
く

し
御

せ
ゐ

二
入
L
ま
い
ら
せ
候
て
L
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

(上
書
)

　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
小
路

　
　

ひ
え
の
山

　
　
　
松
禅
院

へ
御
返
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
中
納
言
　
」

　

一
〇
七
　
東
福
門
院
女
房
権
中
納
言

・
梅
小
路
連
署
消
息
礼
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

・
一
×
四
五

・
七

　

な

を

く

、

子

・
む

ま

ハ
御

す

い
日

に

て
候

ま

乂
、
L

御

よ

け
候

て

、
御

ふ

た

　

し

ん
上

候

へ
く

候

、

L

か

し
く

(上
書
)

　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
小
路

　
　
松
禅
院

へ
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
　
　
」

　

一
〇
八
　
東
福
門
院
女
房
権
中
納
言

・
梅
小
路
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二
・
五
×
五
〇

・
五

　
　
　
　
御
き
け
ん
少
よ
ろ
し
く
、
し

一
し
ほ
め
て
た
さ
、
い
よ
く

」
お
し
つ

　
　
　
　
け
御
さ
わ
く

の
」
め
て
た
さ

に
て
、
い
く
久
し
く
」
千
代
万
世
ま
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(行
間
)

　
　
　
　
も
L
め
て
た
き
御
祈
疇
L
御

つ
と
め
候
や
う
に
と
、
祝
L
入
ま
い
ら
せ

　
　
　
　
候
、
御
私
も
L
御
ふ
し

二
御

つ
と
め
に
て
、
L
め
て
た
く
お

ハ
し
ま
し

　
　
　
　
候
、
L
な
を
め
て
た
く
、
あ
な
か
し
く

文
の
通
、
み
ま
い
ら
せ
候
、
L
本
院
御
所
様
御
ふ
れ
い
」

こ
の
程
は
少
よ
き
L
御

通

二
、
御
か
ゆ
な
と
も
」
少
つ
』
あ
か
ら
せ
ら
れ
候
ま
』
、
L
御
心
や
す
く
候

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(カ
)

く
候
、
し
さ
や
う
に
候

ヘ
ハ
、
日
外
」
御
申
入
候

こ
と
く
、
」
か
つ
ら
河
に
て
L

　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

御
ふ
れ
い
御
本
復
L
あ
そ
ハ
さ
れ
候
や
う

に
と
、
L

御
祈
薦
の
こ
ま
L

修
行
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(香
)

て
、
す

る

く

と
L
み

て
ま

い
ら

せ
候

と

て

、
」

御

嘸

物

・
御

ふ
た

・
か
う

水

・
L

(自
　
　
然
　
　
薯
)

し
ね
ん
し
や
う

一
折
」
し
ん
上
候
、
め
て
た
く
」
ひ
ろ
う
申
ま
い
ら
せ
候

ヘ
ハ
、」

御
き
け
ん
の
御
事
に
て
」
お

ハ
し
ま
し
候
、
御
か
ち
も
L
御
勤
の
よ
し
、
誠

二
L

御
祈
疇
せ
ゐ

二
入
ら
れ
候
」
き
と
く
に
て
、
こ
の
比

ハ
L
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汐

(上
書
)

　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
小
路

　
　
ひ
え
の
山

　
　
　
松
禅
院

へ
御
返
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
中
納
言
　
　
」

　

一
〇
九
　
東
福
門
院
女
房
権
中
納
言

・
梅
小
路
連
署
消
息

(
折
紙
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

・
五
×
五
〇

・
○

　
　
　
　

な
を
め
て
た
く
」
あ
な
か
し
く

一
筆
申
ま
い
ら
せ
候
、
」
本
院
御
所
様
御
機
嫌
L
御
勝
れ
あ
そ

ハ
さ
れ
候
」

ハ
す

候
ま
乂
、
御
祈
薦
」
仰
出
さ
れ
候
、
L
あ
す
L
十
六
日
、
御
日
か
ら
よ
く
L
候
ま

」
、

大
は
ん
に
や
L

経
御
修
行
候
て
、
L

め
て
た
く
御
ふ
た
」

し
ん
上
候

へ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(折
り
返
し
)

候
、
」
す
な

ハ
ち
、
御
撫
物

・
」
御
た
ん
料
銀
子
L
十
枚
め
て
た
く
L

つ
か
ハ
さ

れ
候
、
御
祈
疇
L
の
御
き
と
く
に
て
」
め
て
た
く
御
本
復
L
あ
そ

ハ
さ
れ
L
候
や

う
に
と
L
い
わ
ゐ
入
ま
い
ら
せ
候
、
L
め
て
た
く
か
し
く
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叡山松禅院文書

(上
書
)

　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
小
路

　

松
禅
院
へ
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
中
納
言
　
」

一
一
〇
　
東
福
門
院
女
房
権
中
納
言

・
梅
小
路
連
署
消
息

(折
紙
)

三

二

・
五

×
五
〇

・
五

　
　
　
　
な
を
く

、
御
私

二
も
L
御

ふ
し
に
御

つ
と
め
」
め
て
た
さ
、
我
く
共

　

　

　

　

之

事

も

、
L

過

分

さ
、

ふ

し

に

つ
と

め
L

申

候

、

め

て
た

く

か

し
く

文

の
通

、

み

ま

い
ら

せ
候

、

L

本

院

御

所

さ

ま
此

月

の
」

御

き

た

う

、

例

の

こ
と

く

、
L

御

し

ゆ
き

や

う

の
よ

し
候

て
、

L

御

ふ

た

・
ひ

わ

一
折

」

し

ん

上
候

、

め

て
度

L

ひ

ろ
う
申

ま

い
ら

せ
候

ヘ

ハ
、

」

御

き

け

ん

の
御

事

に

て

し

幾

ひ

さ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(折
り

く

」

千

世

万

代

ま

て
も

と

、

L

祝

い
ら

せ
ら

れ

候

、
」

御

き

け

ん

も
打

つ

」
L

か

返
し
)

せ

ら
れ

候

、

よ
ぎ

御

通

・・こ

な

ら

せ
ら

れ

候

ま

二
、
L

御

心

や
す

く

候

へ
く

候

、
L

い
つ
も
く

御
き
た
う
L
御
せ
い
二
入
候

ゆ

へ
」
御
き
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図版(1)　正親町天皇綸旨(1)

図版(2)杉 原家次禁制(12)
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